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日時 内容

7月27日（火） 内容：障害福祉諸施策の理念や動向から障害のある方の表現活動を支援する意義を学ぶ

講師：元厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課地域生活支援推進室虐待防止専門官

( 福 ) みんなでいきる障害福祉事業部長　片桐 公彦

　障害福祉施策の制度の全体像の概略と職員の人員配置等、福祉現場の実態を学ぶ機会となった。また
近年の福祉施策の動向から、なぜ障害のある方の表現活動を支援することがその方の人権の尊重や日々
の暮らしの豊かさにつながるかを伝えてもらった。現場職員の日々のケアの中に、文化芸術の視点が入
ることで利用者の行為の捉え方も多様になるのではというアドバイスをもらった。

8月26日（木） 内容：文化諸施策の理念や動向から、地域における障害者の芸術文化活動の普及啓発の方法を読み解く

講師：同志社大学経済学部経済学科　教授　太下 義之 氏

　2000 年以降、急激に我が国の文化施策の目指す方向性が劇的に変化し、多様な価値観、多様な担い手、
楽しみ方をより重視する流れとなった。そのムーブメントにおいて、生きづらさを感じている方や障害
のある方も含め全ての方が文化活動の恩恵を享受できる社会づくりが求められている状況を制度の遍歴
を含めて解説してもらった。『文化活動そのものが社会づくりである』ということを認識し、支援センター
の業務にあたってほしいとアドバイスがあった。

9月29日（水） 内容：非営利団体・中間支援組織におけるメディア戦略

講師：NPO 法人明日育常務理事　長井 一浩 氏

12月10日（金） 内容：オンライン配信時に留意すべき著作権のこと

講師：Arts & Considerations 行政書士事務所　行政書士　作田 知樹 氏

　オンライン配信時のトラブルが増えてきたことから急遽、オンライン時に留意する必要のある著作権
を学ぶ機会を設けた。既存の楽曲を使用するなどオンラインに関わらず、これまで悪意なく著作権を侵
害にあたる舞台芸術の事例の説明から、リアル開催とオンライン時で変わる利用条件や手続き方法、ま
た国内楽曲と国外楽曲の扱いの違いなどを学んだ。著作隣接権や原盤権など美術分野では馴染みのない
権利についても学ぶことができた。

2月9日（水） 内容：障害のある方が文化芸術活動に参加する際に必要な合理的配慮について

講師：Palabra 株式会社代表取締役　山上 庄子 氏

　様々な文化芸術活動において、合理的配慮に関わる監修を行っている山上氏より支援センターとして
どのような取り組みができるのかを学んだ。特に重要なポイントは 3 点あり、1 点目は対応できていな
いことを明確に伝えることも配慮の 1 つであること、2 点目はやみくもに合理的配慮をどうするべきか
を考えるのではなく、参加される方の層をイメージすること、3 点目はツールやハードが揃っていても
最終的には、様々な方に寄り添えるスタッフの育成と当事者の声をしっかり聴くことであった。

3月1日（火） 内容：研修という名のスタ☆タン !!

講師：認定 NPO 法人クリエイティブサポートレッツ　理事長　久保田 翠 氏

職員　　曽布川 祐 氏

職員　　高木 蕗子 氏

パフォーマー：ゆうじんぐ 氏　さけつ 氏　にっちとさっち 氏

　クリエイティブサポートレッツが実施しているスタ☆タン !! を通じて、表現の多様性について学んだ。
障害のある方の日常的に行われている行為や、何かをしたいという要求は時に問題行動として捉えられ
ることが多いが、別の側面から見ると全力を込めた意思表示とも言える。福祉施設職員が、その全力で
何かを伝えようとしている障害のある方の行為を拙速な判断で止めてしまうことに対する警鐘をいただ
いた。

3月25日（金） 内容：社会調査における留意点等

講師：株式会社ニッセイ基礎研究所主任研究員　大澤 寅雄 氏

　アンケートなど調査を行う前に、調査の目的の明確化や設問設定を検討する必要性があることを認識
した。漫然と調査を行うのではなく、支援センターの評価を可視化するために書面・対面・オンライン
など様々な方法を用いて適切な調査を行う必要性を学んだ。

内容：アートリース：まちごと美術館の取り組み

講師：まちごと美術館コーディネーター　高橋 亜紀 氏

　新潟県内を中心に障害のある方の作品を複製しアートリースを行っているまちごと美術館。月額 1 枚
3,000 円でレンタルを行っており、うち 500 円が作家の収入につながる仕組みを構築している。現在約
200 箇所の企業が絵画を借りている。契約企業を増やすために積極的な営業活動が最も必要であった。
契約企業が増えてきたことから、絵画の管理運営業務の一部を福祉施設に委託している。

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

じ
め
に

じ
め
に　

令
和
３
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
１
年
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
大
き
く
分
け
て
７
月
～
９
月
、
１
月
～
３
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
猛
威
を
振
る
い
、
東
海
・

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
か
ら
も
感
染
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
県
を
ま
た
い
だ
移
動
を
躊
躇
す
る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
計
画
ど
お
り
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
関
係
機
関
の
方
々
の
多
大
な
ご

協
力
の
も
と
ほ
ぼ
予
定
通
り
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
広
域
セ
ン
タ
ー

が
運
営
で
き
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
５
年
間
、広
域
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
節
目
の
年
と
な
り
、ブ
ロ
ッ

ク
内
全
８
県
で
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
時
点
で
は
、
１
県
の
み
の
設
置
で
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
返
す
と
、
本
当
に
に
ぎ
や
か
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
年
々
、
こ
の
事
業
に
関
わ
る

方
も
増
え
、
各
県
で
独
自
性
の
あ
る
障
害
の
あ
る
方
の
表
現
活
動
を
推
進
す
る
施
策
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
多

様
な
取
り
組
み
が
各
県
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
広
域
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
も
よ
り
専
門
的

で
幅
の
広
い
内
容
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
我
々
と
し
て
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
中
間
支
援
組
織
と

し
て
の
基
盤
整
備
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
広
域
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
変
化

の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
と
し
て
、
年
々
能
力
の
限
界
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
切
り
崩
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
引
き
出
し
も
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
将
来
に
亘
っ
て
、
よ
り
こ
の
事
業
を
発
展
さ
せ
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
『
持
続
し
な
い
』
こ
と
も
大
事

な
こ
と
な
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
海･

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

坂
野 

健
一
郎
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そもそもつなげる

つながる力とは何か？それは伝える力!

相手に伝える前に知るべきことがある。それは自

分を知ること。

自分たちの強みって何？、自分たちの課題って

何？、自分たちって何をしている人？。自分を知

らない限り相手には伝わらない。意外と自分の立

ち位置や役割を明確にできていないことがある。

まず、それをはっきりさせることが重要である。

方法はswot分析などがある。

自分のことを知らないと、自己紹介はできない

し、つながることもできない。

「伝える」その前に、相手を考える。相手のこと

を紹介できるか。

よく勘違いする点だが、広報の大前提は「みても

らえない」である。だからこそどうしたらみても

らえるかを考える。

広報における最大のライバルは、他の団体の広報

ツールではない。時間である。様々な情報が流れ

ている中で、目を留める時間の過酷な争奪戦であ

る。だからこそ相手を知り何を伝えるかを考える

必要がある。

『メッセージ = 目的　× ターゲット。』広報の

「目的」を明確にし、「ターゲット」を明確にす

る。自然と伝える「メッセージ」が決まる。単純

なことだが、目的とターゲットに齟齬があると、

0になったり分子が小さくなってしまう。

日常のコミュニケーションでは、ほとんど反射的

に「目的」「相手」「相手と自分の関係」「どう

言ったらいいか」を瞬時に考えている。広報も同

じ。

　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
援
セ
ン

タ
ー
を
対
象
に
全
7
回
8
テ
ー
マ
の
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
概
ね
月
に
1
回
の
頻
度
で
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
業
を
実
施
す
る
上
で
感
じ
て
い
る
課
題
な
ど
を
踏
ま
え

少
人
数
制
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
第

3
回
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

第
3
回
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

趣　

旨
：　

厚
生
労
働
省
：
全
国
の
障
害
者
に
よ
る
文

化
芸
術
活
動
の
実
態
把
握
に
資
す
る
基
礎
調

査
報
告
書
に
よ
る
と
、
事
業
所
等
が
障
害
者

の
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
上
で
協
力
し

て
も
ら
う
機
関
と
し
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
・

広
域
セ
ン
タ
ー
・
連
携
事
務
局
と
回
答
し
た

割
合
は
全
体
の
わ
ず
か
3.8
％
で
し
た
。
支
援

セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
結
果
と
な
り
、
今
後
よ
り
多
く
の
方

か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
ど
の
よ
う
な
広
報
が
必
要
な
の
か
学
ぶ

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
情
報
発
信
を
行
う
上

で
現
在
優
位
性
の
あ
る
ツ
ー
ル
は
あ
る
の
か
、

ま
た
誰
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
と
効
果

的
な
広
報
と
な
る
の
か
主
に
2
点
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

詳　

細
：　
『
つ
な
げ
る
。
つ
な
が
る
。』
を
主
題
に
、
①

広
報
の
ヒ
ン
ト
、
②
大
き
な
広
報
の
2
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

概　

要
：　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
限
ら
れ
た
人
的
リ
ソ
ー

ス
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
広
報
専

属
の
担
当
者
を
配
置
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
と
言
え
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

直
接
広
報
活
動
で
動
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、『
勝
手
に
広
報
を
行
っ
て
く

れ
る
フ
ァ
ン
』
を
見
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性

を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
事
業
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
う
に
、
は
相
手
に
事
業
の
必

要
性
が
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
言
語
化
す
る
こ
と
が
広
報
活
動
で
最

も
必
要
な
の
で
は
と
提
起
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
：
非
営
利
団
体
・
中
間
支
援
組
織
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ア
戦
略

日　

時
：
令
和
3
年
9
月
29
日
（
水
） 

14
：
00
～
15
：
00

参
加
者
：
14
名

講　

師
：
合
同
会
社H

U
G

KU
M

I

代
表　

長
井 

一
浩 

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

社
会
福
祉
法
人
松
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
退
職
後
、
平

成
25
年
4
月
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

明
日
育 

常
務

理
事
・
事
務
局
長
と
し
て
「
育
つ
」
と
い
う
視
点
で
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
ご
と
を
見
て
活
動
を
展
開
。
平
成
27
年
4
月

に
は
、
一
般
社
団
法
人G

reen D
ow

n Project

代
表
理

事
と
し
て
、
羽
毛
を
循
環
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
を
企
業
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
活
動
を
全
国
に
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
3
年
1
月
か
ら
は
、
合
同
会

社H
U

G
KU

M
I

の
代
表
社
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
福
祉
事
業
所
の
研
修
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
新
規

事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

パート1パート1
広報の広報の
ヒントヒント
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今ほど説明してきた、何のために、誰に、なんと

言うかといったいわゆる一般的な広報を小さな広

報とすると、大きな広報というものがある。これ

は小さな広報の対極的な考えではなく、広報後の

効果や実績、報告までの一連の流れを含めた総合

的な考え方である。

広報によって新たな仲間ができたか、広報した活

動の内容が可視化されているか、最終的な効果・

実績を広報の対象に伝わっているかの検証が必要

である。

大きな広報の流れを一見するととてもハードル

が高そうに見えるがキーワードは、「それも広

報!」である。先ほど日常のコミュニケーション

では、ほとんど反射的に「目的」「相手」などを

考え判断していると伝えたが、小さな物事にどれ

だけ意味づけられるかが大事である。

例えばプロジェクト名が大きく出ているネームプ

レートを50人のスタッフがつけていたとする。そ

の50人が商業施設を巡回すれば大きなインパクト

のある広報になる。イベント毎でスタッフの一体

感を高めるためによくお揃いのTシャツを作成す

るが、それが広報につながるところまで考えてい

るケースは少ない。そのネームプレートを付けて

いるスタッフに声をかけてくる人がいたら広報は

成功と言える。

我々の取り組みの1つにGreen Down Projectとい

う事業がある。これは不要になった羽毛布団など

を回収し、障害のある方が解体した後にダウン

ジャケットなどの衣服として生まれ変わる仕組み

である。このプロジェクトの広報は、衣服を扱う

店舗、また購入すればするほど広報先が広がる仕

組みになっている。ピスネーム、吊り下げタグに

はプロジェクトのロゴが大きく描かれている。ま

た取扱い店舗全店にアンケート回収箱を設置して

いて、ボックスにもブランドロゴが大きく描かれ

ている。ほとんどの店舗がレジ前に回収箱を置い

ているため大きな広報ツールになっている。

この取り組みを通じて、より大事だと思ったのが

勝手に広報してくれる仕組みをつくることであ

る。Green Down Projectの場合は、商品を売る

ためにそれぞれの取扱店が勝手に広報をしてくれ

る。製品製造で関わっているブランドも積極的に

情報を流している。支援センターは人的リソース

も少ないため、ファンが勝手に広報してくれる仕

組みづくりが有効なのでは。

ファンが勝手に広報してくれるためには、事業自

体の性質も変えていく必要がある。競業から共業

へ、競争から共創へ。共感できるポイントを抑え

ておく必要がある。

すぐに共感を生む仕組みをつくることは難しい。

まずは、地道に小さなところから明日からやろ

う。ちょっとしたことでも、伝えていくことを習

慣づけていく。

コミュニケーション・広報のゴールは「相手を動

かす」「相手の態度を変える」こと。

広報は、自分と相手のことを「考える（想像す

る）」作業。いろんな視点から物事をとらえ、相

手に行動変容を促せるか。

広報の成功事例として、ある災害ボランティアセ

ンターの例がある。とにかく暑い日が続き、飲料

水が慢性的に不足していた。飲料水の寄付をSNS

を通じて呼びかけることにしたが、この時に発信

したメッセージが『熱中症対策「冷え冷えドリン

ク」募集』であった。熱中症対策という目的を

明確にし、ターゲットはコロナ禍で移動ができな

い、だけど被災地に何かをしたいという思いを

もった県外のボランティア経験者。またダサさは

あるが冷え冷えドリンクという言葉で物を連想で

きるネーミングにしたことにより、瞬時に寄付が

集まった。

広報の鉄則は、発信する内容をより伝えたいこと

に絞ることである。伝えたいことはたくさんあ

る。しかしながら、5つ同時に伝えた場合は1つも

情報をキャッチできないかもしれない。1つだけ

伝えた場合は、キャッチしやすい。集中させる物

事が多ければ多いほど、人は覚えられなくなる。

メッセージは一つに。

パート2パート2

大きな大きな
広報広報
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坂　

長
井
さ
ん
、
今
日
は
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
て
の
出
会
い
が
私
が
ド
ブ

に
落
ち
た
研
修
会
。
長
井
さ
ん
の
顔
を
見
た
ら
急

に
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

長　

落
ち
た
な
。
視
界
か
ら
消
え
た
な
。
そ
こ
に
道
が
あ

る
と
思
っ
て
駆
け
抜
け
た
な
。

坂　

空
中
で
2
～
3
歩
は
進
ん
だ
気
が
し
ま
し
た
が
ダ
メ

で
し
た
。
受
け
身
は
取
り
ま
し
た
け
ど
。

長　

血
だ
ら
け
に
な
っ
た
な
。
1
人
だ
け
指
抑
え
な
が

ら
し
ゃ
べ
っ
と
っ
た
な
。
そ
れ
に
し
て
も
坂
野
君
、

こ
う
や
っ
て
仕
事
を
で
き
る
の
も
何
か
の
縁
だ
ね
。

黒
部
に
お
る
け
ど
意
外
と
会
わ
ん
な
。

坂　

上
越
市
社
協
の
福
祉
教
育
事
業
か
ら
会
っ
て
な
い
で

す
ね
。
長
井
さ
ん
の
出
身
の
三
重
県
も
事
業
の
担
当

範
囲
な
の
で
、
お
力
を
借
り
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
色
ん
な
所
に
行
っ
て
い
て
。

長　

松
阪
、
行
こ
な
。
一
緒
に
。

坂　

同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
と
思
え
な
い
ぐ
ら
い
言
葉
が
違
い
ま

す
よ
。
希
望
の
園
さ
ん
に
行
く
と
長
井
さ
ん
の
出

身
地
だ
な
い
つ
も
思
い
ま
す
。

事
前
打
合
せ

日　

時
：
令
和
3
年
9
月
8
日
（
水
）

出
席
者
：
合
同
会
社H

U
G

KU
M

I

代
表　

長
井 

一
浩 

氏

　
　
　
　

合
同
会
社H

U
G

KU
M

I

業
務
執
行
社
員　

小
島 

寛 

氏

　
　
　
　

広
域
セ
ン
タ
ー　

坂
野 

健
一
郎　

黒
川 

美
由
樹

長　

三
重
で
も
何
か
お
も
ろ
い
こ
と
、
や
り
た
い
な
。
東

海
・
北
陸
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
、
訳
わ
か
ら
ん
。
は
じ

め
て
聞
い
た
わ
。
そ
の
時
点
で
お
も
ろ
い
。
も
ち

ろ
ん
愛
知
県
も
入
る
？

坂　

愛
知
県
も
入
り
ま
す
。
名
古
屋
も
あ
る
の
に
こ
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
広
域
セ
ン
タ
ー
は
上
越
に
。

長　

な
お
訳
わ
ら
ん
け
ど
、
そ
れ
は
凄
い
な
。
相
変
わ
ら

ず
、
訳
分
ら
ん
こ
と
や
っ
と
る
な
。
今
日
一
緒
に

参
加
し
と
る
小
島
さ
ん
は
愛
知
県
の
半
田
市
の
社

協
出
身
で
ブ
ロ
ッ
ク
内
。

坂　

元
社
協
職
員
が
3
人
。
め
っ
ち
ゃ
不
思
議
で
す
ね
。

小
島
さ
ん
は
、
社
協
で
何
や
ら
れ
て
た
ん
で
す
か
。

小　

相
談
を
や
っ
て
ま
し
た
。
な
の
で
、
障
害
の
あ
る
方

の
表
現
に
関
わ
る
相
談
っ
て
ど
ん
な
の
が
届
い
て

い
る
の
か
興
味
あ
り
ま
す
ね
。

坂　

本
当
で
す
か
。
相
談
の
幅
も
広
く
な
っ
て
い
て
後
半

そ
の
話
も
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
そ
ろ

そ
ろ
事
業
の
説
明
を
し
て
も
い
い
で
す
か
。

長　

お
願
い
し
ま
す
。
何
し
と
る
か
知
り
た
い
。

知
ら
な
い
。知
り
た
い
。知
っ
て
る
ふ
り
。

知
ら
な
い
。知
り
た
い
。知
っ
て
る
ふ
り
。

Q&A

販売についての広報はイメージしやすいが、人集め、ボラン

テイアの募集などで良い広報の方法はあるか？

Q：

地域の困りごとを自分事に変えていく伝え方が有効である。

黒部市では人口と観光客の減少が課題である。そのような状

況の中、コロナ禍前であったが海外から人を呼び滞在型で黒

部市の暮らしを体験してもらうプログラムを実施した。その

時に伝えたメッセージが一緒に黒部市を滞在型でつくってい

きませんかという言葉であった。実はこのメッセージは外に

向けられているようで、メインターゲットは黒部市民であっ

た。市民の中で、この地域のために何かしたいけど何をして

良いか分からない方は多数いる。また地域の困りごとに対し

どこか他人事でいる傾向もある。外から呼ぶだけでなく『一

緒に』というキーワードがここでは大事で、助けを借りるん

じゃなく一緒にやるんだというメッセージを強くだした。協

働事業に関わる方々がどんどん増え、青年会議所や富山大学

の学生など様々な機関も関わった。自分事として、その事業

に関わりたいと思ってもらうことがポイントだと思う。

A：

感想

表現活動というよりも福祉施設にそのまま聞いてほしい内容

だと思った。どうやったら、相手に伝わるのかの工夫。まさ

しく個別支援計画のサイクルとほとんど同じだと感じた。利

用者の課題を把握するためにアセスメントし、解決に向けて

のプラン作り、実行と。ここまでは福祉施設も一生懸命にや

る。問題はこの後で、この方の地域での暮らしを実現してい

くために、色んな方にプレゼンしていく部分が弱い。現場の

プレゼン力で、地域に共感を呼び起こしていくことが福祉現

場にも求められていると感じた。
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令
和
3
年
度
の
広
域
事
業
の
重
点
事
業
と
し
て
、
舞

台
芸
術
の
推
進
を
掲
げ
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
人
と
人
と
の
距
離
が
密
に
な
り
や
す

く
、
発
表
当
日
ま
で
の
練
習
の
場
に
お
い
て
も
感
染
リ

ス
ク
が
発
生
す
る
舞
台
芸
術
の
取
り
組
み
が
低
調
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
積
極
的

に
舞
台
芸
術
の
発
表
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
時
期
が
予

測
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
年
度
当
初
に
舞
台
芸
術

の
発
表
の
機
会
を
3
回
企
画
し
ま
し
た
。
内
容
の
一
部

変
更
も
あ
り
つ
つ
も
、
回
数
を
増
や
し
計
4
回
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ち
3
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
第
5
波
、
第
6
波
の
真
っ
た
だ
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
を
急
遽
屋
外
に
変
更
し
た

り
視
聴
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
参
加
に
す
る
な
ど
感

染
予
防
を
徹
底
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
舞

台
芸
術
の
発
表
の
機
会
に
な
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
。
音

楽
や
演
奏
と
触
れ
合
う
機
会
を
求
め
て
い
る
方
。
双
方

に
と
っ
て
文
化
芸
術
を
楽
し
む
機
会
と
な
り
、
ま
た
舞

台
芸
術
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
ラ
イ
ブ
感
や
表
現
の
幅

の
広
さ
を
改
め
て
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
実
施
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

―
説
明
終
了

坂　

ざ
っ
と
こ
ん
な
感
じ
の
仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
。

長　

知
ら
ん
か
っ
た
。
め
っ
ち
ゃ
お
も
ろ
い
や
ん
。
坂

野
、や
っ
た
な
。
こ
れ
は
や
っ
た
な
。
あ
っ
と
る
な
、

お
前
に
。
最
初
、
ア
ー
ト
っ
て
聞
い
た
か
ら
坂
野

君
の
イ
メ
ー
ジ
が
ま
っ
た
く
つ
か
ん
か
っ
た
け
ど
、

こ
う
い
う
こ
と
か
。

小　

や
ば
い
で
す
ね
。
ア
ー
ト
っ
て
い
う
か
訳
が
分
か
ら

な
い
こ
と
も
や
っ
て
て
面
白
い
。
事
業
の
ス
キ
ー
ム

自
体
は
い
た
っ
て
真
面
目
だ
け
ど
、
捉
え
方
が
広

い
か
ら
枠
に
入
ら
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
文
字
で

ま
じ
め
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
じ
わ
じ
わ
笑
え

て
く
る
。
確
か
に
事
業
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
ち
ゃ

ん
と
や
っ
て
ん
だ
け
ど
。

坂　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。私
も
担
当
し
て
み
て
、め
っ
ち
ゃ

面
白
い
ん
で
す
よ
。
で
も
誰
も
知
ら
な
い
。
ア
ン

テ
ナ
が
高
い
長
井
さ
ん
や
小
島
さ
ん
が
こ
の
事
業

を
知
ら
な
い
こ
と
こ
そ
が
実
は
今
回
の
相
談
な
ん

で
す
。
ど
う
し
た
ら
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え
る
か
。

長　

富
山
に
も
あ
ん
の
？

坂　

高
岡
市
に
あ
り
ま
す
。

長　

知
ら
ん
か
っ
た
。
こ
ん
な
お
も
ろ
い
こ
と
、
富
山
で

も
や
っ
て
ん
の
？
新
潟
が
特
別
ち
ゃ
う
ん
？

坂　

富
山
県
は
露
出
度
、
高
い
で
す
よ
。
地
元
テ
レ
ビ
局

が
活
動
を
ず
っ
と
追
っ
て
い
る
の
で
。
展
示
会
や

研
修
会
も
や
っ
て
ま
す
。

小　

観
た
こ
と
あ
る
か
も
。
で
も
言
わ
れ
て
み
て
は
じ
め

て
気
づ
く
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

長　

僕
た
ち
が
一
緒
に
や
れ
る
こ
と
、い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。

関
わ
っ
て
み
た
い
っ
て
人
も
た
く
さ
ん
お
る
。
た

だ
、
知
ら
ん
だ
け
。
研
修
ま
で
に
考
え
る
わ
。
ど
う

や
っ
た
ら
、
い
ろ
ん
な
人
に
伝
わ
る
か
。
応
援
し

た
く
な
る
も
ん
。
坂
野
君
は
、
面
倒
く
さ
が
り
や

か
ら
な
。
や
り
た
く
な
い
や
ろ
な
。
人
間
嫌
い
や
し
。

坂　

仕
事
な
の
で
広
報
の
大
事
さ
は
訴
え
ま
す
が
、
頭
の

中
の
半
分
で
は
伝
わ
ら
な
い
人
に
は
伝
わ
ら
な
く

て
も
い
い
と
思
う
自
分
も
い
ま
す
。
で
も
仕
事
な

ん
で
や
り
ま
す
。

長　

闇
の
部
分
が
出
と
る
で
。
自
称
タ
コ
漁
師
の
お
父

ち
ゃ
ん
、
め
っ
ち
ゃ
え
え
人
や
の
に
。
ま
あ
、
伝

わ
ら
な
い
人
に
は
伝
わ
ら
な
く
て
も
い
い
を
別
の

見
方
を
す
る
と
、
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
は

探
さ
な
あ
か
ん
ね
。
す
っ
ご
い
大
事
。

坂　

そ
ん
な
話
を
研
修
で
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

長　

よ
く
ツ
ー
ル
が
ど
う
こ
う
っ
て
話
に
な
る
け
ど
、
流

行
り
が
あ
る
か
ら
な
ん
と
も
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
や
ね
。

小　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
考
え
る
と
相
談
支
援
は
使
え
る

ね
。
ア
ー
ト
活
動
だ
け
で
な
く
、
対
応
す
る
か
別

と
し
て
生
活
全
般
の
話
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
い

の
で
そ
の
中
で
、
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
っ
て

く
る
か
も
。

坂　

確
か
に
。
暮
ら
し
全
体
の
話
を
し
て
く
る
方
も
い
ま

す
ね
。
相
談
員
の
方
の
不
満
を
言
う
方
も
。
あ
る

方
か
ら
、
専
門
職
ぶ
っ
て
、
私
の
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
風
の
振
舞
い
を
し
て
い
る
腹
が
立
つ
ん
で

す
よ
ね
っ
て
言
わ
れ
た
時
、
な
ん
か
か
っ
こ
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

小　

め
ち
ゃ
分
か
る
。
そ
の
言
葉
自
体
が
怒
り
の
表
現
だ

よ
ね
。
私
も
相
談
員
を
や
っ
て
い
た
時
に
、
当
事
者

の
方
の
集
ま
り
に
出
て
い
た
け
ど
、
だ
い
た
い
相

談
員
へ
の
不
満
が
出
て
い
た
。
そ
れ
が
面
白
く
て
。

あ
ま
り
そ
う
い
っ
た
集
ま
り
を
や
っ
て
い
る
地
域

も
少
な
い
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
機
会
に
こ
の
事
業

の
担
当
者
が
で
か
け
て
い
っ
た
ら
面
白
い
か
も
。

長　

い
ろ
い
ろ
話
の
ネ
タ
が
膨
ら
む
わ
。
楽
し
み
に
し
と

い
て
。

舞
台
美
術

舞
台
美
術

11



1213

期　　日：令和 3 年 9 月 26 日（日）13：00 〜 17：00

主催共催：NPO 法人希望の園（三重県）・認定 NPO 法

人ポパイ（愛知県）・東海・北陸障害者芸術

文化活動広域支援センター

協　　力：Aichi Artbrut Network Center

会　　場：オンライン

視聴者数：80 名

出 演 者：ⅰ　ウゴクカラダ（愛知県）

ⅱ　青木慎太郎トリオ（三重県）

ⅲ　森 紀子（岐阜県）

ⅳ　ザ☆スクランブリング三重（三重県）

ⅴ　おといろアイランド（岐阜県）

　　※映像提供

ⅵ　ほほえみの木　藤巻啓介（新潟県）

ⅶ　 YOHKO（新潟県）

ⅷ　 チャリーとゴメス（三重県）

Ⅸ　キノコたち（愛知県）

Ⅹ　ユニコーンズ（愛知県）

趣
旨

　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
全
域
を
対
象
と
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
の
公
募
は
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。
発
表
の
機
会
を

確
保
す
る
と
と
も
に
新
た
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
の
出
会
い

の
場
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し
ま
し
た
。
特
に
舞
台

芸
術
の
取
り
組
み
が
低
調
で
あ
る
北
陸
地
域
の
支
援
セ
ン

タ
ー
に
対
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
推
薦
・
公
募
依
頼
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
。
事
業
の
実
施
方
法
は
、
一
か
ら
事
業

を
立
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
既
に
愛
知
県
・
三
重
県
を
中

心
に
様
々
な
舞
台
芸
術
を
実
施
し
て
き
た
認
定
N
P
O

法
人
ポ
パ
イ
（
愛
知
県
）、
N
P
O
法
人
希
望
の
園
（
三

重
県
）
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

日
の
会
場
設
営
や
企
画
運
営
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
両
団
体

に
お
願
い
し
、
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
発
掘
に
注
力
し
ま
し
た
。

　

北
陸
地
域
か
ら
も
、
石
川
県
お
よ
び
新
潟
県
か
ら
出
演

希
望
が
あ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
発
掘
と
舞
台
芸
術
の
推
進

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
第
5
波
に
よ
り
開
催
地
で
あ
る
愛
知
県
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動
が
難
し

く
な
り
急
遽
出
演
を
取
り
や
め
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
出
て

き
ま
し
た
。
広
域
セ
ン
タ
ー
も
、
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
会
場
の
確
認
な
ど
事
前
準
備
に
ほ
と
ん
ど
関
わ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
認
定

N
P
O
法
人
ポ
パ
イ
、
N
P
O
法
人
希
望
の
園
の
両
団

体
が
初
め
て
関
わ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
も
適
切
な
関
わ
り

や
注
意
事
項
の
説
明
な
ど
を
行
っ
た
お
陰
で
滞
り
な
く
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
芸
術
の
運
営

と
い
う
面
に
お
い
て
も
人
材
育
成
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
当
日
は
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
大
幅
に
超
え
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
た
1
日
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
出
演
者
勢

ぞ
ろ
い
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
自
由
そ
の
も
の
で
し
た
。

最も自由な最も自由な
人たち人たち VOL.08VOL.08
‒‒ Get excited at home!  Get excited at home! ‒‒
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か
け
て
く
れ
た
。

　
「
今
日
、
来
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
み
ん
な
凄
く
レ
ベ
ル
が
高
く
て
、
来
て

良
か
っ
た
で
す
。
今
日
は
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
発
揮
し
ま
す
。YO

H
KO

さ

ん
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
来
て
い
な
い
み
た
い
な
ん
で
す
よ
。」

　

リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
が
迫
っ
て
き
た
が
中
々
会
場
に
姿
を
現
せ
な
い

YO
H

KO

さ
ん
。
近
隣
を
探
し
て
み
る
が
い
な
い
。
会
場
内
も
再
度
確
認
し
た

が
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
し
た
く
な
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を
か
け
て

み
た
が
つ
な
が
ら
な
い
。

　

イ
ラ
イ
ラ
を
抑
え
な
が
ら
も
う
一
度
会
場
付
近
を
捜
し
て
み
る
と
、
自
転
車

に
の
っ
た
通
行
人
の
方
に
雨
の
中
傘
も
さ
さ
ず
に
大
声
で
会
場
を
聞
い
て
い
る

YO
H

KO

さ
ん
の
姿
が
見
え
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
が
声
を
か
け
る
と
、

「
な
ん
で
こ
こ
に
い
る
の
！
決
し
て
道
に
迷
っ
て
た
わ
け
で
じ
ゃ
な
い
で
す
か

ら
ね
！
」
と
喧
嘩
腰
で
言
い
訳
を
大
き
な
声
で
し
て
く
る
。
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と

思
い
、
会
話
に
は
参
戦
せ
ず
ひ
た
す
ら
つ
い
て
こ
い
と
会
場
ま
で
誘
導
し
た
。

　

リ
ハ
終
了
後
、YO

H
KO

さ
ん
は
ぶ
つ
ぶ
つ
文
句
を
言
い
だ
し
た
。
本
当
は

出
場
し
た
く
な
か
っ
た
と
言
い
出
し
て
き
た
。
私
が
、
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
と

い
っ
た
態
度
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
声
は
大
き
く
な
る
。
そ
ん
な
時
に
近
く
で
ギ

タ
ー
を
弾
い
て
い
た
藤
巻
さ
ん
が
口
を
開
い
た
。

　
「YO

H
KO

さ
ん
、
自
分
が
ど
ん
な
立
場
で
こ
こ
に
来
て
る
か
分
か
っ
て
い

る
の
？
自
ら
志
願
し
て
新
潟
代
表
と
し
て
出
て
ん
だ
よ
。
主
催
者
の
方
が
こ
こ

ま
で
き
ち
ん
と
準
備
し
て
く
れ
た
の
に
、
こ
ん
な
場
所
で
騒
い
で
失
礼
じ
ゃ
な

い
？
誰
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。騒
が
ず
、真
剣
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
や
ろ
う
よ
。」

　

口
調
は
い
つ
も
な
が
ら
の
優
し
い
藤
巻
さ
ん
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
ら

か
に
怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
藤
巻
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
回
が
初
の
県
外
公

演
の
機
会
で
あ
り
こ
の
日
が
く
る
ま
で
に
喜
び
の
声
を
何
度
も
聞
い
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
許
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
や
り
取
り
でYO

H
KO

さ
ん
は
大
人
し
く
な
り
、
午
後
の
ス
テ
ー
ジ
を

や
り
遂
げ
る
決
心
を
し
た
。私
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
は
い
る
の
だ
が
、

藤
巻
さ
ん
か
ら
の
言
葉
は
違
う
伝
わ
り
方
を
し
た
。

　

昼
休
憩
時
に
藤
巻
さ
ん
と
コ
ン
ビ
ニ
に
向
っ
た
。YO

H
KO

さ
ん
と
の
や
り

取
り
に
礼
を
言
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、YO

H
KO

さ
ん
が
会
場
に
居
座
ら

な
い
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
面
倒
み
ま
す
の
で
立
場
的
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ

う
早
く
帰
っ
て
く
だ
さ
い
と
心
強
い
言
葉
を
も
ら
っ
た
。
私
は
御
礼
に
コ
ン
ビ

ニ
で
タ
バ
コ
だ
け
買
っ
て
藤
巻
さ
ん
に
渡
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

そ
う
い
っ
た
や
り
取
り
の
お
陰
で
、YO

H
KO

さ
ん
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
見
事
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
や
り
遂
げ
た
。
藤
巻
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
誰

か
を
傷
つ
け
る
荒
れ
た
展
開
の
ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
藤

巻
さ
ん
の
一
言
は
、
様
々
な
方
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
。
最
も
自
由
な
人
た
ち

VO
L.08

に
も
軽
や
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

令
和
3
年
10
月
10
日

　

最
も
自
由
な
人
た
ちVO

L.08

の
2
週
間
後
。
藤
巻
さ
ん
に
、
突
然
さ
よ
な

ら
を
告
げ
ら
れ
た
。
多
く
の
方
が
さ
よ
な
ら
を
返
せ
な
か
っ
た
。
私
も
未
だ
に

さ
よ
な
ら
を
言
っ
て
い
い
も
の
か
不
思
議
な
感
覚
が
あ
る
。

　
『
未
完
成
の
ま
ま
、
一
歩
を
前
へ
』
が
藤
巻
さ
ん
の
口
癖
で
あ
っ
た
。
一
歩

ど
こ
ろ
か
、
は
る
か
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
瞬
時
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
軽
や
か
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
の
に
と
思
う
。
私
が
で
き
る
こ

と
は
、
藤
巻
さ
ん
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
確
か
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
記
録

に
残
し
て
証
明
し
て
い
く
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　

最
も
自
由
な
人
た
ちVO

L.08

の
出
演
者
を
新
潟
県
下
で
募
っ
た
と
こ
ろ

YO
H

KO

さ
ん
と
藤
巻
啓
介
さ
ん
が
名
乗
り
出
た
。
藤
巻
さ
ん
は
、
自
身
が
主

催
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
ほ
ほ
え
み
の
木
と
し
て
の
エ
ン
ト
リ
ー
で

あ
っ
た
。
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
藤
巻
さ
ん
の
ま
わ

り
に
は
い
つ
も
誰
か
し
ら
が
い
て
、
彼
の
発
す
る
『
軽
や
か
さ
』
に
多
く
の
方

が
救
わ
れ
て
い
た
の
で
は
と
思
う
。
演
じ
て
い
な
い
言
動
や
そ
の
行
動
に
、
そ

の
場
全
体
の
空
気
も
軽
く
な
る
。
私
自
身
（
坂
野
）
も
立
場
上
、
大
体
の
こ
と

は
い
い
で
す
よ
と
言
っ
て
断
ら
な
い
が
、
役
割
を
演
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

藤
巻
さ
ん
を
見
て
、
真
似
で
き
な
い
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
た
。

　

YO
H

KO

さ
ん
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
予
想
通
り
で
あ
っ
た
が
、
8
月
後
半
頃
か

ら
様
々
な
事
情
で
私
を
含
め
広
域
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
とYO

H
KO

さ
ん
と
の

関
係
は
か
な
り
悪
化
し
て
い
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
や
り
取
り
を
し
て
い
た
。

一
応
お
伝
え
し
て
お
く
と
、
こ
ち
ら
が
被
害
者
と
し
て
の
側
面
が
大
き
く
、
後

日YO
H

KO

さ
ん
も
認
め
て
お
り
謝
罪
を
も
ら
っ
た
。

　

関
係
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
も
電
話
は
毎
日
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
出
な
い

日
も
あ
れ
ば
「
今
日
は
良
い
天
気
で
す
ね
」
を
連
呼
す
る
な
ど
意
地
悪
な
対
応

を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。YO

H
KO

さ
ん
か
ら
「
な
ん
で
そ
ん
な
に
傷
つ
く
よ

う
な
話
を
す
る
ん
で
す
か
」
と
言
わ
れ
「
傷
つ
け
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
で
す

け
ど
、
傷
つ
い
て
辛
い
ん
な
ら
電
話
し
な
け
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
返
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
後
、
新
潟
市
内
で
顔
を
あ
わ
せ
て
直
接
対
決
を

し
た
の
だ
が
そ
こ
で
も
平
行
線
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
最
も
自
由
な
人
た
ちVO

L.08

を
迎
え
た
。
私

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
た
め
当
初
伺
わ
な
い
予
定
で
あ
っ
た
が
、

YO
H

KO

さ
ん
が
暴
走
し
な
い
か
気
に
な
り
当
日
急
遽
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
け
様
子

を
見
る
こ
と
に
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
会
場
に
つ
く
と
、
藤
巻
さ
ん
が
す
ぐ
に
気
づ
い
て
く
れ
て
声
を

藤巻啓介さんの
残したもの

14
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趣
旨

　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
か
ら
音

楽
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
を
招
聘
し
フ
ェ
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。
舞
台
芸
術
活
動
の
魅
力
を
よ
り
広
く
発
信
し

て
い
く
た
め
に
、
今
後
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
シ
ン
ボ

ル
的
な
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。
今
回
の
出
演
者

は
、
N
P
O
法
人
希
望
の
園
（
三
重
県
）
の
村
林
信
真

哉
理
事
長
が
調
整
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。
検

温
・
消
毒
、
体
調
の
聞
き
取
り
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
上
で
、
観
客
を
入
れ
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
同
士
が
ど
ん
ど
ん
関
わ
り
合
っ

て
会
場
の
空
気
感
を
つ
く
っ
て
い
く
L
I
V
E
感
は
、
ま

さ
し
く
一
期
一
会
。
コ
ロ
ナ
禍
で
忘
れ
て
い
た
感
覚
が
よ

り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
戻
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
1
日
に
な

り
ま
し
た
。
一
言
で
表
す
と
『
お
め
ー
ら
熱
苦
し
い
ん
だ

よ
っ
!
』。
本
当
に
熱
か
っ
た
。

　

出
演
し
た
団
体
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
ブ
ロ
ッ
ク
を
越

え
て
音
楽
活
動
を
通
じ
た
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
い
換
え
る
と
、『
暑
苦
し
い

ヤ
ツ
ら
が
ど
ん
ど
ん
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
く
会
場
の
空
気

も
お
構
い
な
し
に
、
叫
ん
で
騒
い
で
さ
ら
け
出
し
て
。
気

が
付
く
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
て
踊
っ
て
た
。
感
動
や
繋
が

り
？
そ
ん
な
生
や
さ
し
い
言
葉
じ
ゃ
伝
え
き
れ
な
い
。
伝

え
き
れ
ね
え
ん
だ
よ
。
な
ん
て
言
っ
て
い
い
か
分
か
ら
ね

え
。
ど
ん
な
手
を
使
っ
て
で
も
、
来
年
も
こ
こ
で
来
い
よ
、

お
め
ー
ら
！Live&

Lounge Vio

が
熱
苦
し
い
ヤ
ツ
ら
の

聖
地
に
な
る
ま
で
、tw

ist and shout

で
続
け
て
い
く

ぜ
！
』
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

期　　日：令和 3 年 12 月 5 日（日）13：00 〜 17：00

主催共催：NPO 法人希望の園（三重県）・認定 NPO 法

人ポパイ（愛知県）・東海・北陸ブロック障

害者芸術文化活動広域支援センター

協　　力：あいちアール・ブリュットネットワークセン

ター

会　　場：Live&Lounge Vio およびオンライン

来場者数：40 名

視聴者数：120 名

出 演 者：ⅰ　シゲの声を聴け（愛知県）

ⅱ　sidewinder（埼玉県）

ⅲ　サルサガムテープ（神奈川県）

ⅳ　DF with ホッピー神山（静岡県）

ⅴ　ポパイ座銀河団（愛知県）

ⅵ　シェイクオブロック（兵庫県）

ⅶ　YOHKO（新潟県）

ⅷ　ザ★スクランブルーズ（熊本県）

ⅸ　ダッキーアクソン（三重県）

ⅹ　Do it!Band

MC　まなミネぴかりん（愛知県）

ジ
ャ
パ
ン

ジ
ャ
パ
ン･･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
リ
ュ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
リ
ュ
ッ
ト･･

フ
ェ
ス　

フ
ェ
ス　

vol.2
vol.2

Do It !!
Do It !!

お
め
ー
ら
熱
苦
し
い

お
め
ー
ら
熱
苦
し
い
ん
だ
よ
っ
！

ん
だ
よ
っ
！
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坂
野　

ち
ょ
っ
と
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

村
林　

ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。
い
き
な
り
な
ん
だ
け
ど
目
指
す
は

武
道
館
だ
よ
ね
！
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
。
出

演
者
も
観
客
も
喜
ん
で
た
し
。
L
I
V
E
は
違
う
よ
。

坂
野　

熱
気
が
凄
ま
じ
か
っ
た
で
す
。
武
道
館
い
い
で
す
ね
。

報
告
書
に
載
せ
る
目
標
と
し
て
ぴ
っ
た
り
で
す
。

南
野　

そ
う
そ
う
。
目
標
と
し
て
は2026

年
度
く
ら
い
で
ど

う
で
す
か
？

坂
野　

後
５
年
な
い
で
す
ね
。

南
野　

一
応2028

年
に
し
と
き
ま
す
か
笑
。
準
備
を
3
～
4

年
か
け
て
、
５
年
目
で
完
成
し
ま
し
ょ
う
。

村
林　

い
い
じ
ゃ
ん
。

坂
野　

だ
か
ら
こ
そD

o it!!

で
す
ね
。D

o it!!

で
す
よ
。

2028

年
に
向
け
てD

o it!!

。
こ
の
2
年
間
、
ほ
ぼ
任

せ
っ
き
り
で
な
に
も
お
手
伝
い
し
て
い
な
い
で
す
け

ど
。

村
林　

い
や
だ
か
ら
、
今
回
か
ら
例
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
チ

ラ
シ
と
か
に
武
道
館
っ
て
名
称
を
入
れ
て
い
っ
て
も

い
い
よ
ね
。
匂
わ
せ
で
す
わ
。
武
道
館
行
く
か
ら
力

つ
け
て
る
ん
で
す
っ
て
。

坂
野　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
武
道
館
入
れ
る
っ
て
面
白
い
っ
す
ね
。

素
晴
ら
し
い
っ
す
。

村
林　

１
万
人
の
お
客
さ
ん
の
前
で
太
鼓
で
ね
。
ド
ン
ド
ン
ド

ン
っ
て
ね
。
や
っ
て
ほ
し
い
。
想
像
す
る
だ
け
で
面

白
い
よ
。
次
のD

o it!!

で
出
演
者
に
宣
言
さ
せ
よ
う
。

武
道
館
行
く
ぜ
っ
て
。

坂
野　

や
っ
て
ほ
し
い
っ
す
ね
。
あ
と
、
ダ
ッ
キ
ー
ア
ク
ソ
ン

の
熟
女
デ
ィ
ス
コ
も
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
っ
す
。

南
野　

熟
女
ね
。
歌
っ
て
ほ
し
い
。
１
万
人
の
前
で
ね
。
い
や
、

決
ま
っ
た
な
。
借
り
る
の
い
く
ら
か
か
る
だ
ろ
。

坂
野　

決
ま
り
ま
し
た
ね
。
希
望
の
園
さ
ん
と
、
全
国
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

村
林　

愛
知
県
の
大
会
は
、
ず
い
ぶ
ん
協
力
し
た
ん
で
す
よ
。

い
ろ
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
っ
た
り
、
作
品
も
い
っ

ぱ
い
出
し
た
し
。

南
野　

あ
ー
、
な
る
ほ
ど
ね
。
芸
術
祭
でD

o it!!

み
た
い
な

感
じ
で
。

坂
野　

や
れ
た
ら
面
白
い
で
す
ね
。

南
野　

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
音
楽
や
っ
て
…
そ
れ
か
ら
武

道
館
。
み
ん
な
に
武
道
館
で
や
る
っ
て
宣
言
し
ち
ゃ

う
か
？

坂
野　

そ
う
い
え
ば
希
望
の
園
さ
ん
が
実
施
し
た
、
昨
年
の
オ

ン
ラ
イ
ン
の
研
修
の
三
重
県
の
実
績
す
ご
か
っ
た
で

す
よ
ね
、YouTube
の
配
信
も
。
な
か
な
か
全
国
的

に
も
や
っ
て
な
い
で
す
よ
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
視
聴

者
多
い
で
す
よ
。

村
林　

マ
ジ
で
！
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
な
か
っ
た
。

南
野　

あ
そ
こ
ま
で
番
組
と
し
て
作
り
こ
ん
で
る
の
は
あ
ま
り

な
い
で
す
か
ね
。
み
ん
な
こ
だ
わ
っ
て
や
っ
て
い
ま

し
た
し
。
半
分
遊
び
で
や
っ
て
ま
し
た
け
ど
ね
。

坂
野　

実
質
、
希
望
の
園
さ
ん
の
実
務
的
な
体
力
勝
負
み
た
い

な
と
こ
ろ
も
。

南
野　

そ
の
通
り
で
す
。
村
林
さ
ん
、
来
年
度
ど
う
し
よ
。
や

る
？

村
林　

ど
う
し
よ
う
か
ね
。
三
重
県
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
続

け
て
ほ
し
い
っ
て
要
望
は
あ
る
け
ど
ね
。
う
ち
の
ア

ト
リ
エ
を
中
継
す
る
と
か
。
あ
と
は
展
示
方
法
もQ

R

コ
ー
ド
な
ん
か
を
活
用
し
た
い
ね
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
飛
ば
せ
た
い
。

南
野　

我
々
は
、
下
請
け
事
業
な
の
で
。
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

の
支
点
で
す
の
で
。
う
ち
ら
そ
う
い
う
位
置
づ
け
で

す
の
で
。
違
う
か
笑

村
林　

D
o it!!

も
全
部
坂
野
さ
ん
が
や
り
ま
し
た
っ
て
言
う
か

ら
。
僕
な
ん
で
す
っ
て
言
っ
て
く
れ
。

坂
野　

口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
っ
す
よ
。

村
林　

あ
と
は
が
っ
つ
り
全
国
か
ら
呼
び
た
い
ね
。
出
演
者
が

い
な
い
の
は
北
海
道
、
東
北
、
あ
と
ど
こ
だ
？

坂
野　

四
国
は
い
た
ん
で
、
あ
と
中
国
で
す
ね
。

村
林　

2days

、
い
っ
ち
ゃ
う
？
出
演
者
が
増
え
る
と
賑
や
か

に
な
る
ね
。

南
野　

本
当
の
意
味
で
の
全
国
大
会
で
す
な
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
フ
ェ
スvol.2 Do It !

の

ち
ょ
っ
と
の
振
り
返
り
と
大
い
な
る
展
望

　

認
定
N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ

ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
（
以
下
レ
ッ
ツ
）
が
主
催
す

る
「
～
雑
多
な
音
楽
の
祭
典
～
ス
タ
☆
タ

ン
!!
」。
ス
タ
☆
タ
ン
!!
と
は
、
人
々
の
大

切
に
し
て
い
る
音
の
表
現
、
音
と
も
言
い
切

れ
ぬ
も
の
、
い
か
な
る
こ
と
も
対
象
に
す
る

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
型
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
多
種
多
様

な
「
些
細
だ
け
れ
ど
本
人
に
と
っ
て
は
大
事

な
表
現
」を
表
現
と
認
め
、そ
の
視
点
を
様
々

な
人
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
ス
タ
☆
タ
ン
Z 

!!
と
題
し

て
、
全
国
で
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
を
募
る
形

で
事
業
展
開
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
セ

ン
タ
ー
へ
協
働
依
頼
が
あ
り
、
実
施
に
い
た

し
ま
し
た
。

期　

日
：
令
和
4
年
3
月
1
日
（
火
）
13
：
00
～
16
：
30

参
加
者
：
15
人　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
：
6
名

講　

師
：
認
定
N
P
O
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ

　
　
　
　

 

代
表 

久
保
田 

翠 

氏

　
　
　
　

支
援
員 

ふ
き
子
氏
・
曽
布
川
祐 

氏

スタ☆タン Z !!スタ☆タン Z !!　　ー Across the Chaos ーー Across the Chaos ー

研修という名のスタ☆タン !!研修という名のスタ☆タン !!

新
潟
で
の

現
状
と
課
題

開
催
経
緯

　

新
潟
の
支
援
セ
ン
タ
ーN

ASC

で
は
、
ス
タ
☆

タ
ン
!!
の
取
り
組
み
を
真
似
た
「
あ
し
た
の
星
」

と
い
う
公
募
型
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の

催
し
を2017

年
に
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

年
に
1
度
開
催
さ
れ
お
り
、
今
年
度
で
5
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
1
回
目
・
2
回
目

を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
集
客
や
お
金
集
め

が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
4
回
目
以
降
は

“
魅
せ
る
”
舞
台
と
し
て
、
企
画
の
方
針
転
換
を

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み

ん
な
い
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
演
奏
発
表
、
ダ
ン
ス

発
表
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ス
タ
☆
タ
ン
!!
の
理
念
で
あ
る
「
些
細

だ
け
れ
ど
本
人
に
と
っ
て
は
大
事
な
表
現
」
が
舞

台
に
上
が
り
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
協
働
事
業
で
は
、
ス
タ
☆
タ

ン
!!
の
理
念
を
学
び
直
す
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

「
研
修
会
と
し
て
の
ス
タ
☆
タ
ン
!!
」
を
実
施
、

久
保
田
代
表
の
講
演
と
支
援
員
の
ふ
き
子
さ
ん
、

曽
布
川
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

出
席
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
希
望
の
園

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

村
林 

真
哉 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
野 

忠
夫 

氏

　
　
　
　

広
域
セ
ン
タ
ー　

坂
野 

健
一
郎
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A：「たけし君はOKを出したんですか？」ということや、「全

体を平等にという福祉の精神と別なのでは？」というこ

とを言われました。前者については、「意思決定支援」

という言葉がありますけど、本当は本人の意思って誰に

も分からないんじゃないか？と思っています。２０年た

けしと一緒に生活していますが、彼の代弁ができたと

思ったことはないし、母親が代弁できるはずがないんで

すね。では意思をどうやってつくるのかというと、母親

が決めるのではなくて、彼を愛してくれる・大切に思う

人が集まってみんなで合意をとっていく。それを意思だ

と確認していけばいいんだと思います。そういうことを

たけしくん中心にやることはむしろ福祉の支援と遠くな

いはずです。

また、障がいのある人たちのいいところだけ、にこにこ

笑っているところだけを見せるのではなく、こういう一般

的には問題行動と言われているものも見せて、それを私が

自信を持って「美しい」と思うことをちゃんと伝えること

が大切だと思っています。それによって「そういう見方も

あるのか」と思う人がいたり、彼らに会いたいと思って来

てくれる人がいたりするんです。

Q ： 岐阜県障がい者芸術文化支援センターTASC

からの質問

「うちのセンターの悩みとして、例えば

「水をかぶるみたいな行為を他の人に見せ

ること」について私たちは良いと思って

も、障がいのある方の親御さんになかなか

わかってもらえる説明ができないというこ

とがありまして…たけし文化センターの命

名のとき、反対もあったと仰っていました

が、実際にはどんなことを言われたので

しょうか」

たけしさんのスタタン 1 回目のエントリー

動画（当時中 3 〜高 1 のたけしさん。石

をプラ容器に叩きつけて音を出す行為）

https://www.youtube.com/watch?v=jA9ZFs53f5U

A： まずたけしの石を叩いて音を出す行為を「音楽」だと位置

付けたのは、音楽家の片岡祐介さんなんですね。それに

対して、私はむしろビックリしたんです。「たけし文化

センター」というネーミングも元レッツのスタッフだっ

たアーティストの深澤孝史さん、鈴木一朗太さんの２人

が名付けました。

私はたけしの存在自体をどうしたら色んな人に認めても

らえるのかを悩み続けていました。その時に彼らが命名

したのが「たけし文化センター」だったんです。障害福

祉関係者からの反響や批判もありましたが、私がモヤモ

ヤしたものを、彼らが言葉に昇華してくれたんだから、

それを責任もって広めていくしかないと思えました。だ

から、ここはアーティストの力だと思っています。

また「たけし文化センター」という一個人の名前を元に

した活動になるのですが、そこから普遍性が生まれる可

能性もあると思うんですね。たけしだけではなくて、た

けしと同じような立場の人。逆にみんなのために、と謳

うことで誰のためにもならないということもあると思い

ます。

Q：「たけし文化センター」のネーミングについ

て。たけしという一個人の名前をセンター

に付けた理由や経緯を教えてください。

参加者から久保田さんへの質疑応答（一部抜粋）

Q：「ありのままを肯定する」に至った経緯

と、その中での葛藤あれば教えてくだ

さい。

A ： たけしは実は、入れ物に石を入れてたたき続けるだけじゃな

く、「便こね」をするんですね。映像でもつなぎを着ている

んですが、あれはおしゃれで着ているのではなくて、便に触

らないようにという目的があるんです。問題行動が色々とあ

り、それをやめさせるということを12年間の学校生活の中

で注力しました。けれど、それらをやめさせることはできま

せんでした。一人で食事や排泄を行うことも獲得できなかっ

た。逆に唯一手放さなかったのは石遊びと便こねなんです

ね。そうなった時に、母親としてそれを否定することはでき

ない、つまりそれを否定したら全人格を否定することになる

から。その行為をなんとしても認めなければいけないと思っ

たんです。

私は文化芸術によりどころがあったのが幸いでした。価値観

をひっくり返すこと、それこそがアートの持つ力だと思いま

す。一般的には問題行動でも、そこに人が存在した場合、そ

の存在をいかに認めていくかという、問いは常に生まれま

す。障がい者の芸術文化に携わっている人であれば、表層の

作品に注力するのではなく、福祉の支援の本髄にある「この

人をどう認めていくか、どうケアしていくか」というところ

にアートの焦点をあてて欲しいと願っています。

　

レ
ッ
ツ
は
、
久
保
田
さ
ん
の
息
子
、
久
保
田 

壮
さ
ん
が
重
度
障
害
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、2000

年
に
設
立
さ
れ
た
認
定
N
P
O
法
人
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
始
ま
り
、2004

年
N
P
O
法
人
化
さ
れ
ま

し
た
。2008

年
よ
り
、
個
人
を
文
化
創
造
の
拠
点
と
す
る
「
た
け
し
文
化
セ

ン
タ
ー
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。2010
年
に
障
害
の
あ
る
人
、
子
ど
も
が
毎
日

通
う
通
所
型
障
害
者
支
援
施
設
ア
ル
ス
・
ノ
ヴ
ァ
を
設
立
し
ま
す
。
既
存
の
福

祉
事
業
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
実
践
、
発
信
す
る
レ
ッ
ツ
が

2016 

年
か
ら
始
め
た
事
業
が
「
表
現
未
満
、
」
で
す
。

　

「
表
現
未
満
、
」
と
は
、
特
別
な
人
の
特
別
な
行
為
を
持
ち
上
げ
た
り
、
誰

か
の
や
っ
て
い
る
行
為
を
「
と
る
に
足
ら
な
い
」
と
一
方
的
に
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
人
を
表
す
「
表
現
」
と
し
て
大
切
に
し
て
い
く
文
化
を
育
て
て

い
き
、
そ
れ
を
広
め
て
い
こ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
表
現
に
優
劣
を

つ
け
た
り
、
作
品
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
し
な
い
で
、
た
だ
、
「
そ
の
人
の
表

現
」
と
し
て
尊
重
す
る
（
つ
ま
り
無
視
し
な
い
）
。
こ
れ
は
、
誰
も
が
認
め
ら

れ
る
、
尊
重
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
で
、
尊
厳
や
人
権
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
と
、
久
保
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

表
現
未
満
の
一
例
と
し
て
、
レ
ッ
ツ
に
通
っ
て
い
る
水
が
好
き
な
利
用
者
さ

ん
に
つ
い
て
、
動
画
を
見
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ず
ぶ
濡
れ
に
な
る
ま
で

水
で
体
を
濡
ら
し
戯
れ
る
行
為
を
、
安
易
に
問
題
行
為
と
し
て
否
定
せ
ず
に
、

彼
自
身
の
表
現
と
し
て
捉
え
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
水
を
遠
ざ
け
る
の
で
は
な

く
、
代
わ
り
の
衣
類
を
用
意
す
る
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

発
表
会
の
た
め
の
研
修
会

久
保
田 

翠
さ
ん
に
よ
る
講
演 

第 1 部
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＜動画内容＞

ギターを弾く曽布川さんと利用者さんボーカルの

セッション。背後で他の利用者さんが体操をして

いる。

「羊のクロニクルズ」というバンドの映像です。

利用者の田村さんと私が一緒にやっています。ス

タ☆タン !! は撮る人と撮られる人、利用者と支援

員は、見る見られる関係になりがちだけど、音楽

はそうでない瞬間が訪れることがあります。普段、

たけし文化センターの中で利用者さんと音楽をや

りながら過ごしていることが多いのですが、同じ

もので盛り上がり、楽しんでいるのはとても幸福

な瞬間です。僕の幸福が相手も思っているかの確

信はないけど、その瞬間が訪れたらいいなと思い

ながら利用者さんと音楽をやっています。その時

はすごく楽しいなと。

曽布川（以下、曽）：

レッツで自己紹介動画を撮ってくれといわれて撮った

動画です。横には利用者の K さんが並んで撮影者の方

を向いています。僕は利用者の人と向き合う、対面と

いうのがあまり好きではないんですね。

ふき子（以下、ふ）：

へー、面白いな。心理的に？物理的にですか？ 

曽：うーん、あらゆる意味で。向き合う関係はあまり良い関

係でないと僕は思うんです。鏡っていうか・・・。鏡

をみても自分が映っていない。相手が自分と違うこと

によって、変だと思うんです。わかります？

ふ：うーん、むずかしい・・・。

曽：( 笑 ) 基本的には向き合うのではなく、同じ方を見てい

たいんですね。隣にいた K くんですが、彼は僕のとこ

ろに正面から来ることはなくて、後ろや横から来るん

です、隣に座ってきたり。同じものを見る位置に来る。

僕が K くんを見るでもなく、K くんが僕を見るわけでも

なく。同じものを見ている。二人で見るものを作って

いくと言う作業になる。それがコミュニケーションに

なっていて、それがいいなと思っているんです。その

話をしたくて、この動画を選びました。

坂野（以下、坂）：

福祉の現場ではよく、「向き合う」「直面する」といい

ます。そういうのではなくて、曽布川さんの「同じ方

向を見る」は、幅の広い言葉なのではないかと学びが

ありました。向き合ってばかりだと疲れますよね。

先ほど久保田さんからも紹介があった、水が大好きな

コウスケさんの動画です。彼は本当に水が好き、水へ

の探究心がすごいです。いかに濡れるかを追及してい

る。

私はレッツに来る前は自分自身のことを結構自由な人

間だと思っていたんです。障害のある人に対しても

「〇〇しなさい」とか、言わなくてよくない？と思っ

ていた。でも、いざ入ってみると、「だめでしょ！」

と自分が一番言っていた ( 笑 ) コウスケさんに対して

も「なんで濡れるんだ〜」と怒っていました。周りの

スタッフは彼を止めないし、それに耐えきれなくて、

一回会議で「なんでコウスケさんを止めないんです

か？」と聞いたことがあるんですよ。そしたら、逆に

聞き返されました。「なんで濡れたらダメなの？なん

でふき子さんはそう思うの？」って。それで戸惑いま

した。確かに、なんで水で濡れたらダメなんだろう、っ

て。スタッフから、「もし服が濡れることで家族を困

らせる、着替えたらいいし、洗濯したらいいよね。結

局彼が困っているっていうか、ふきこさんが困ってい

るんでしょ。」と言われました。衝撃でした。普通そ

れで彼らの表現だなと思えるんでしょうけど、私はす

ぐに腑に落ちたわけでもなく、納得できるまで 3 年

くらいかかりましたね。だんだん彼と私のこだわりが

ぶつかっているんだなと思うようになってきて、最近

はカーッとならなくなってきましたね。

ふきこさんセレクト動画①

https://www.youtube.com/watch?v=hfbBxBaJHG0

　

ス
タ
☆
タ
ン
!!
で
は
障
害
の
あ
る
な
し
関
係
な
く
、
全
て
の
人
の
表
現
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
募
集
チ
ラ
シ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
支
援
員
の
高
木
蕗

子
さ
ん
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
ふ
き
子
と
し
て
登
場
し
、
支
援
員
も
ま
た

表
現
者
で
あ
る
こ
と
を
体
現
し
て
い
ま
す
。
第
二
部
で
は
ふ
き
子
さ
ん
と
曽

布
川
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
思
う
「
表
現
未
満
、」
と
は
？
に
つ
い
て
、
レ
ッ

ツ
の
日
常
の
な
か
で
撮
影
し
た
動
画
を
き
っ
か
け
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

曽布川さんセレクト動画②

動画内容：曽布川さんの自己紹介を撮影したもの。

曽布川さんセレクト動画①　

https://www.instagram.com/p/CSYUm3Rgt3B/

ふ
き
子
さ
ん 

× 

曽
布
川
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第 2 部

「表現未満、」「表現未満、」
  とは？  とは？
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参加者 ( 障害当事者 )：

言葉にならない音が、表現未満が表現になった

瞬間だったなと思いました。

ふ：動画を見て高橋さんがこんなにパフォーマティブ

なことができるんだ、とびっくりしました。こ

の当時は私はまだスタッフではなかったので。

高橋さんは普段から雄叫びを上げているんです

が、普段の雄叫びと全然違って。スタッフが音

楽的な関わりをすることで、不思議なことになっ

てますね。

参加者（大学教員）：

彼自身がステージ上で歌って踊っても面白いだ

ろうと思いますが、この動画の炎が映ったり、

お料理しているところが映ったりしている構成

は誰が考えているんですか？素晴らしいと思い

ます。ぜひ本人に会ってみたいです。

坂：この動画の構成は本人がされていますね。動画編

集はお母さんがされているとか。さけつさんは

Youtube チャンネルを持っていて、他にも朗読

のものなどありますので、ぜひ検索してみてく

ださい。

参加者 ( 支援員 )：

3 人の中心の方の衣装の色に引き込まれました。

他の方も引き立たたせている。3 人だけでも、表

現者なのに、背景の数名で真ん中の赤いドレス

の人がひき立つように見えました。

参加者 ( 支援員 )：

自分たちでも集団で活動するときに、各々に楽

しみ方は変わっても、それぞれに楽しんでいる

のかな。うちでもあるよなと思いました。それ

を私たちが表現活動として受け取ってあげる。

そうするとご本人の幸福度が変わってくるのか

なと。

坂：捉え方によって色んな見方があるんだなと思いま

した。

参加者（福井芸術文化フォーラム職員）：

「佐渡」という言葉がでてきましたね。自分の思

い出の言葉が歌われているんですかね。

角地（NASC）：

新潟の浜辺からは佐渡が見えるんですよ。福祉

に携わっている人々の中にある心象風景が歌詞

になっていると感じました。

参加者 ( 静岡県障がい者芸術文化支援センター職員 )：

歌を聞きながら、この二人の関係性が気になり

ました。

- 終了 

①スタ☆タン !! エントリー

No.16　高橋舞（レッツ利用者）

https://www.youtube.com/watch?v=Midg1NomR6o&t=83s

③「地獄の底から」

さけつ Youtube チャンネルより

https://www.youtube.com/watch?v=FNyVDfeY5O0&t=38s

②スタ☆タン !! エントリー

No.34　あすなろフラガール

https://www.youtube.com/watch?v=iW70LUCxyyY

④ニッチとサッチと七色の風

https://www.youtube.com/watch?v=zhxo4GgMzQ8

※当日は同曲の別の動画を使用しました。2 曲目の曲です。

　
「
ス
タ
☆
タ
ン
!!
」
で
は
「
些
細
だ
け

れ
ど
本
人
に
と
っ
て
は
大
事
な
表
現
」
を

認
め
る
視
点
を
共
有
す
る
た
め
に
、
表
現

に
対
し
て
批
評
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
表
現
と
そ
れ
に
対

す
る
審
査
コ
メ
ン
ト
が
必
ず
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。審
査
員
も
多
種
多
様
で
、

過
去
1
，
2
回
目
は
音
楽
や
表
現
に
関
す

る
専
門
家
、
3
回
目
は
一
般
公
募
、
4
回

目
は
発
表
者
の
身
近
な
方
と
、
評
価
軸
そ

の
も
の
を
拡
張
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
研
修
会
の
第
3
部
で
は
、
過
去

の
ス
タ
☆
タ
ン
!!
エ
ン
ト
リ
ー
動
画
と

(

再
演)

、
新
潟
在
住
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

動
画(

初
演)

を
上
映
し
、
そ
れ
に
対
し

て
参
加
者
が
コ
メ
ン
ト
・
批
評
し
て
み
る

と
い
う
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

参
加
型
！

「
ス
タ
☆
タ
ン
!!
」
を

言
葉
に
し
て
み
る
会

第 3 部

「表現」を言葉にする「表現」を言葉にする
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あ
い
ち
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
の
小
田
セ
ン
タ
ー
長（
社
会
福
祉
法
人
楽
笑
理
事
長
）

よ
り
、
令
和
2
年
の
冬
頃
に
、
令
和
4
年
3
月
ぐ
ら
い
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
あ
る
程
度
収
束
し
て
い
る
こ
と

を
見
越
し
て
、
バ
ー
ン
と
舞
台
芸
術
を
楽
し
め
る
何
か
を

や
ろ
う
よ
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

取
り
組
み
が
低
調
と
な
っ
て
い
た
舞
台
芸
術
で
す
が
、
こ

の
事
業
を
通
じ
て
巻
き
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
話
を
も

ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
制
約
な
く
自
由
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
機
会
に
な
る
よ
う
事
業
名
を
『
純
粋
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
む
日
』
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

準
備
を
本
格
的
に
始
め
た
令
和
3
年
12
月
頃
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
も
収
ま
っ
て
お
り
、
当
初
の
目

的
通
り
舞
台
芸
術
を
盛
り
上
げ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
き
ま
し
た
。
令
和
4

年
1
月
。
年
が
明
け
る
と
風
向
き
が
ガ
ラ
っ
と
変
わ
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
連
日
過
去

最
高
を
記
録
し
、
実
施
に
向
け
て
の
協
議
が
日
々
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
不
安
と
モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
え
な
が
ら
、
時
間
が

過
ぎ
て
い
く
中
で
内
容
を
一
部
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
小
田
セ
ン
タ
ー
長
の
『
例
え
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
て
も
実
施
す
る
』
と
い
う
声
が
大
き
な

後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
と
の
大
き
な
変
更
点
は
会
場
で
し
た
。
屋

内
施
設
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
風
通
し
の

良
い
屋
外
で
実
施
す
る
こ
と
に
。
選
ば
れ
た
会
場
は
竹
島

園
地
公
園
。
蒲
郡
の
景
勝
地
で
あ
る
竹
島
を
背
に
公
演
を

期　　日：2022 年 3 月 12 日（土）13：00 〜 15：30

会　　場：竹島園地公園（愛知県）

主　　催：あいちアール・ブリュットネットワークセ

ンター、東海・北陸ブロック障害者芸術文

化活動広域支援センター

後　　援：蒲郡市、蒲郡市教育委員会

来場者数：約 1,000 名

出演者　：ⅰ　hiro to hiro（愛知県）

ⅱ　瑞宝太鼓

　　（長崎県：社会福祉法人南高愛隣会）

MC：まなミネぴかりん

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。雨
天
時
の
代
替
会
場
と
し
て
、

す
ぐ
近
く
に
あ
る
蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
バ
ン
ケ
ッ
ト

ホ
ー
ル
も
抑
え
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
入
っ
た
だ
け
で
緊
張

感
の
走
る
素
敵
な
会
場
で
し
た
。

　

3
月
7
日
（
月
）
に
小
田
セ
ン
タ
ー
、
音
響
を
担
当
し

て
く
れ
る
清
田
さ
ん
、
出
演
予
定
のhiro to hiro

の
お

2
人
で
会
場
の
下
見
に
。
天
気
は
か
ら
っ
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
強
風
吹
き
荒
れ
る
1
日
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空

中
を
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
天
気
予
報
で
は
本
番
12
日（
土
）

の
予
想
気
温
は
24
℃
、
小
田
セ
ン
タ
ー
長
と
清
田
さ
ん
が

組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
凍
え
る
一
行
は
一
抹
の
不
安
を
覚
え
ま

し
た
。

　

3
月
11
日
（
金
）
12
：
00
頃
に
新
潟
組
は
蒲
郡
駅
に
到

着
し
ま
し
た
。
降
り
て
気
づ
い
た
こ
と
は
蒲
郡
市
が
映
画

『
ゾ
ッ
キ
』
の
ロ
ケ
地
だ
っ
た
こ
と
。
寝
袋
を
買
い
た
く

な
り
ま
し
た
。
集
合
場
所
で
あ
る『
〇
〇
す
ぎ
る
パ
ン
屋
・

じ
ば
カ
フ
ェ
』（
社
会
福
祉
法
人
楽
笑
）
に
移
動
す
る
た

め
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
ま
し
た
が
、
店
名
を
言
っ
て
も
全
然

伝
わ
ら
な
い
。
運
転
手
に
住
所
を
伝
え
て
も
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
パ
ン
屋
は
あ
ー
へ
ん
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
に
か

く
行
っ
て
く
れ
と
。
走
る
こ
と
10
分
。
眼
下
に
は
見
事
パ

ン
屋
が
。
運
転
手
は
『
ほ
っ
か
、
ば
あ
ば
あ
人
が
お
る
パ

ン
屋
じ
ゃ
ん
。』
と
言
っ
て
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

店
舗
に
入
る
と
天
井
が
高
く
気
持
ち
の
良
い
日
差
し
が

注
ぐ
空
間
が
。
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た
り
パ
ン
を
買
い
に
来

ら
れ
る
方
が
続
々
と
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
午
前
中
に

指
導
監
査
を
終
え
た
小
田
セ
ン
タ
ー
長
が
合
流
。
一
言
、

社
会
福
祉
法
人
化
1
年
目
の
監
査
は
キ
ツ
イ
と
。
瑞
宝
太

鼓
の
岩
永
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
り
大
阪
で
渋
滞
に
あ
い
合

流
が
遅
れ
る
と
の
こ
と
。
先
に
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
チ
キ
ン
カ
ツ
定
食
、
照
り

焼
き
チ
キ
ン
定
食
・
・
・
・
・
・
肝
焼
き
定
食
！
明
ら
か

に
清
潔
感
あ
る
空
間
に
、
煙
を
モ
ク
モ
ク
と
漂
わ
せ
そ
う

な
ひ
と
き
わ
目
立
つ
メ
ニ
ュ
ー
が
。
小
田
セ
ン
タ
ー
長
曰

く
、
怪
し
い
居
酒
屋
の
メ
ニ
ュ
ー
を
引
き
継
い
だ
と
の
こ

と
。
頼
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
バ
ー
だ
け
で
な
く
様
々

な
鳥
の
内
臓
部
位
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
来
る
時
に

も
同
じ
も
の
を
頼
む
と
思
い
ま
す
。

　

瑞
宝
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
到
着
し
昼
食
後
、
全
員
で
会

純粋に純粋に
パフォーマンスをパフォーマンスを

楽しむ日楽しむ日
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た
。

　

後
半
は
、
太
鼓
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
親
子
で
実

際
に
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま
し
た
。
瑞
宝
太
鼓
の
団
員
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
参
加
者
が
太
鼓
を
鳴
ら
す
の
で
す
が
、

動
作
は
か
な
り
ハ
ー
ド
。
徐
々
に
難
易
度
が
上
が
っ
て
い

き
、
大
人
は
息
切
れ
を
し
て
い
る
方
が
多
数
い
ま
し
た
。

団
員
の
方
々
は
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
余
裕
の
表
情
。
春
の
日
差
し
の
中
で
、
老
若
男
女
問

わ
ず
運
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
で
、
ぴ
か
り
ん
さ
ん
が
ミ
ネ
ミ
ネ
さ
ん
に

今
日
の
感
想
を
聞
く
と
「
長
す
ぎ
る
。
早
く
終
わ
っ
て
ほ

し
い
で
す
よ
」
と
、
朝
と
は
違
っ
て
露
骨
に
不
機
嫌
に
。

会
場
も
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ミ
ネ
ミ
ネ
さ
ん
、
時
間

ぴ
っ
た
り
の
終
了
で
す
よ
。

場
の
竹
島
園
地
公
園
に
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
新
潟
と

は
ま
っ
た
く
違
う
穏
や
か
な
気
候
の
中
、
波
の
な
い
三
河

湾
に
浮
か
ぶ
竹
島
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
思
い
出
の
風
島

弁
天
を
思
い
出
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
芝
生

は
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い
て
、
太
鼓
を
置
く
の
も
問
題
な

さ
そ
う
で
し
た
。
翌
日
の
天
気
予
報
は
晴
天
。
風
が
少
し

強
ま
る
予
報
も
出
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
公
演
を
迎
え

ら
れ
る
は
ず
。

　

晴
天
と
な
っ
た
12
日
（
土
）。
午
前
8
：
00
か
ら
会
場

設
営
が
始
ま
り
太
鼓
や
立
ち
位
置
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
太
鼓
の
運
搬
に
つ
い
て
は
手
伝
お
う
に
も
、
よ
く
分

か
ら
な
い
と
の
見
る
か
ら
に
重
そ
う
だ
っ
た
の
で
や
め
ま

し
た
。
予
定
よ
り
も
ち
ょ
っ
と
遅
れ
午
前
10
：
30
頃
に
リ

ハ
ー
サ
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
司
会
は
、『
最
も
自
由
な

人
た
ちVO

L.08

』、『D
o It !!

』
に
続
き
、
ま
な
ミ
ネ
ぴ

か
り
ん
。
認
定N

PO

法
人
ポ
パ
イ
所
属
。
ぶ
っ
飛
び
な

が
ら
も
気
配
り
ト
ー
ク
の
ま
な
み
ん
、
心
優
し
き
揉
め
ご

と
嫌
い
の
ミ
ネ
ミ
ネ
、
一
応
き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
す
る
ぴ

か
り
ん
に
よ
る
司
会
ユ
ニ
ッ
ト
。
た
ま
に
露
わ
に
な
る
崩

壊
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ネ
ミ
ネ

さ
ん
も
お
気
に
入
り
の
騎
手
が
蒲
郡
市
出
身
と
の
こ
と
で

機
嫌
が
良
さ
そ
う
で
す
。

　

ま
な
ミ
ネ
ぴ
か
り
ん
の
本
番
さ
な
が
ら
の
司
会
ト
ー
ク

に
合
わ
せ
、
音
響
の
清
田
さ
ん
が
公
園
内
を
動
き
回
っ
て

マ
イ
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
バ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

瑞
宝
太
鼓
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
る
と
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
観
客
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
集
ま
る
と
い
う
よ

り
も
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
芝
生
に
座
っ
て
聴
い
て
い

る
方
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
っ
て
い
る
方
、
撮
影
し
て
い

る
方
、
乗
っ
て
い
た
自
転
車
を
横
倒
し
に
し
て
何
や
ら

歌
っ
て
い
る
方
な
ど
、400

名
近
い
方
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
曲
が
終
わ
る
毎
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、
本
番

さ
な
が
ら
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
し
た
。

　

開
園
直
前
に
な
る
と
、
更
に
観
客
が
増
え
賑
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
瑞
宝
太

鼓
の
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
吹
き
飛
び
、hiro to hiro

の

譜
面
台
と
帽
子
も
真
横
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
よ
り
厳

重
に
楽
器
を
固
定
し
、
定
刻
通
り
の
ま
な
ミ
ネ
ぴ
か
り

ん
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
な
み
ん
の
『com

e here!

』

の
掛
け
声
で
、hiro to hiro

が
入
場
。
初
ス
テ
ー
ジ
が
、

500
名
を
超
え
る
観
客
の
前
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
を
負
っ
た
ボ
ー
カ
ル
のhiro

（
宏

文
）
と
そ
の
歌
声
に
様
々
な
楽
器
を
用
い
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
添
え
るhiro
（
廣
中
）。
強
風
の
中
、
2
曲
を
歌
い
あ

げ
盛
大
な
拍
手
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
一
時
は
生
死
を
さ

ま
よ
っ
たhiro

（
宏
文
）。
地
元
蒲
郡
市
で
復
活
を
遂
げ

ま
し
た
。

　

続
い
て
瑞
宝
太
鼓
。
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
と
、
通
り

が
か
り
の
観
光
客
も
足
を
止
め
、
そ
の
ま
ま
芝
生
に
座
り

出
し
ま
し
た
。
出
入
り
自
由
の
催
し
で
す
が
、
出
が
な
く

観
客
が
絶
え
間
な
く
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
太
鼓
の
音
色

に
様
々
な
方
が
リ
ズ
ム
を
刻
み
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

29
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YO
H

KO

さ
ん
へ
の
伝
達

き
っ
か
け
は
、
ス
タ
☆
タ
ン
Ｚ
!! 

― Across the chaos 

―

YO
H

KO
さ
ん
の

相
談
支
援
専
門
員
が
見
つ
か
る

相
談
担
当
者
：
坂
野　

健
一
郎

　

令
和
4
年
3
月
中
旬
。
激
震
が
走
る
ニ
ュ
ー
ス
が
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
な
ん
とYO

H
KO

さ
ん
自
ら
が

動
き
、相
談
支
援
専
門
員
（
以
下
相
談
員
）
と
つ
な
が
っ

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
向
け
て

相
談
員
の
方
と
事
業
所
を
回
る
そ
う
で
す
。

　

YO
H

KO

さ
ん
は
、
こ
の
広
域
セ
ン
タ
ー
の
過
去

の
報
告
書
に
も
何
度
か
出
て
く
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
、

徐
々
に
活
動
の
範
囲
を
全
国
を
侵
食
し
つ
つ
あ
る
方
で

す
。
新
潟
県
内
の
障
害
福
祉
関
係
者
に
は
抜
群
の
知
名

度
を
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
広
域
セ
ン
タ
ー
で
も2018

年
に
実
施
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
『
あ

し
た
の
星
☆
2
』
でYO

H
KO

さ
ん
に
カ
オ
ス
賞
を
授

与
し
た
こ
と
か
ら
電
話
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
3
年

間
で
延
べ1,500

回
を
超
え
る
相
談
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
果
た
し
て
こ
れ
は
表
現
活
動
に
関
わ
る
相

談
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
と
、
正
直
話
に
飽
き
て

き
て
こ
れ
以
上
親
身
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
な

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
し
て
く
れ
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
3
日
（
木
）。YO

H
KO

さ
ん
か
ら
い
つ
も
通

り
午
前
10
時
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
意
を
決

し
て
、YO

H
KO

さ
ん
に
4
月
1
日
以
降
、
私
は
電
話

に
出
な
い
こ
と
、
施
設
の
利
用
や
相
談
員
と
の
つ
な
ぎ

の
お
手
伝
い
を
す
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。「
嫌
で
す
、

電
話
に
出
な
く
て
も
か
け
続
け
ま
す
か
ら
。」
と
い
っ

た
反
応
だ
っ
た
の
で
、
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
自
体
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
仕
事
に
で
き
た
り
、
毎
日
通
う
こ
と
が
強
制

で
な
け
れ
ば
行
っ
て
み
て
も
い
い
か
も
と
い
っ
た
反
応

で
し
た
。
意
外
な
反
応
に
、
個
人
的
に
も
施
設
に
通
う

こ
と
は
収
入
の
確
保
や
地
域
と
つ
な
が
る
と
い
う
意
味

で
は
賛
成
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
相
談

員
が
つ
く
こ
と
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
す
る
時
に

ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
に
く
く
な
る
の
で
は
と
伝
え
ま
し

た
。
す
み
ま
せ
ん
、
う
そ
で
す
。
正
し
く
は
、
私
は
4

月
1
日
以
降
は
電
話
に
出
な
い
の
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー

に
電
話
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
時
に

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
相
談
員
を
つ
け
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
し
た
。
実
際
、
私
も
新
し
い
仕
事
も
兼
務
す

る
こ
と
が
決
定
し
物
理
的
に
電
話
に
出
れ
な
く
な
る
の

は
事
実
で
し
た
。YO

H
KO

さ
ん
か
ら
は
、「
今
ま
で

相
談
対
応
の
悩
み

・
関
わ
る
こ
と
でYO

H
KO

さ
ん
の
暮
ら
し
に
何
か
変

化
が
あ
っ
た
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。

・
相
談
内
容
と
し
て
舞
台
芸
術
に
関
わ
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

・
日
時
生
活
に
お
い
て
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
度
に
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
が
増
え
る
。
距
離
的
に
近
い
相

談
員
に
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

・
馴
れ
合
い
に
な
り
お
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
の
ま
な
ざ

し
を
向
け
ら
れ
な
い
。

YO
H

KO

さ
ん
の
相
談
の
趣
旨

・
舞
台
発
表
の
機
会
が
ほ
し
い
。

・
舞
台
発
表
を
通
じ
て
過
去
に
自
分
に
様
々
な
レ
ッ
テ

ル
を
張
っ
た
人
を
見
返
し
た
い
。

・SN
S

な
ど
で
私
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

・
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

　

令
和
4
年
3
月
1
日
（
火
）
に
ス
タ
☆
タ
ン!!Z 

― 

Across the chaos 

―
を
新
潟
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

YO
H

KO

さ
ん
も
ま
る
で
ゲ
ス
ト
枠
の
よ
う
な
立
ち
振
る

舞
い
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
本
来
の
ゲ
ス
ト
で
あ
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
の
久
保
田
さ
ん
、
曽

布
川
さ
ん
、
高
木
さ
ん
に
も
か
ら
み
に
か
ら
み
、
催
し

が
終
わ
っ
て
も
中
々
帰
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
タ
☆
タ
ン
!!
終
了
後
の
情
報
交
換
会
で
、
久
保
田

さ
ん
か
ら
『
今
、
支
援
セ
ン
タ
ー
でYO

H
KO

さ
ん
か

ら
の
様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
だ
け
ど
、
距
離

的
に
も
近
い
場
所
で
相
談
員
が
い
た
方
が
良
い
よ
ね
』

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
我
々
と
の
関
わ
り
の

中
で
さ
え
も
年
に
数
回
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

誰
か
間
に
入
っ
て
く
れ
る
方
が
い
る
と
日
常
生
活
も
ス

ム
ー
ズ
に
送
れ
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
議
論
は
我
々
も
続

け
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
つ
な
い
だ
先
に
一
生
恨
ま
れ

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
躊
躇
し
て
い
ま
し

た
。YO

H
KO

さ
ん
を
つ
な
い
だ
こ
と
で
、
年
間500

件
近
い
相
談
が
届
い
た
ら
申
し
訳
な
い
な
と
い
う
思
い

が
あ
り
行
動
を
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
久
保
田

さ
ん
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ご
く
ご
く
普
通
の

対
応
を
進
め
ら
れ
、
行
動
に
移
す
決
心
を
し
ま
し
た
。

の
ト
ラ
ブ
ル
は
本
当
に
後
悔
し
て
い
ま
す
。本
心
で
す
。

信
じ
て
く
だ
さ
い
。
お
か
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を

考
え
る
と
間
に
入
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
。

で
もYO

H
KO

様
は
妥
協
し
た
く
な
い
。
妥
協
し
な
い

か
ら
み
ん
な
避
け
て
い
く
。YO

H
KO

様
に
ビ
ビ
ッ
て

何
も
言
え
な
い
輩
を
相
手
に
で
き
る
か
よ
。
問
題
行
動

女
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
…
。」
話
が
長
く
な
り
そ
う

な
の
で
、
相
談
員
を
つ
け
る
こ
と
に
対
し
て
改
め
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
聞
き
ま
し
た
。「
ト
ラ
ブ
ル
が
減
っ

た
り
、
問
題
行
動
女
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
く
る
ヤ
ツ

と
あ
っ
て
も
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

間
に
入
っ
て
く
れ
る
人
は
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
坂
野
さ
ん
に
相
談
で
き
な
い
の
は
嫌
で
す
。
宣
言

し
て
お
き
ま
す
。
か
け
続
け
ま
す
よ
。
で
ま
す
よ
ね
？

き
っ
と
で
ま
す
よ
ね
？
」
私
か
ら
は
、
か
け
続
け
た
と

こ
ろ
で
で
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
、
と
は
言
っ
て
も
妥
協

点
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。

初
回
相
談
日
：
平
成
31
年
2
月

相
談
延
べ
件
数

平
成
30
年
度
：166

件

令
和
元
年
度
：422

件

令
和
2
年
度
：450

件

令
和
3
年
度
：503

件

支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

・
電
話
、
メ
ー
ル
で
の
対
応

・note

で
の
相
談
記
録
の
公
開

・
舞
台
発
表
の
機
会
の
紹
介

・
講
師
の
依
頼

相
談
支
援

相
談
支
援
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い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
3
月
31
日
（
木
）
に
私
か
らYO

H
KO

さ

ん
に
次
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

YO
H

KO

さ
ん
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！YO

H
KO

さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
だ
と
勘
違
い
さ
れ
る
日
々
も
今
日
で
終
わ

り
で
す
。

蝶
の
よ
う
に
舞
っ
て
い
る
つ
も
り
が
逆
に
蝶
を
裸
足
で

踏
み
つ
ぶ
し
、
蠍
の
よ
う
な
毒
針
で
刺
し
て
く
る
方
で

し
た
。

春
は
別
れ
の
季
節
。
明
日
か
ら
は
予
告
通
り
電
話
に
で

ま
せ
ん
。
も
う
一
度
言
い
ま
す
。
電
話
に
は
出
ま
せ

ん
。
同
行
支
援
に
行
く
こ
と
は
約
束
し
ま
す
。
さ
よ
な

らYO
H

KO

さ
ん
。

そ
の
返
信

ま
あ
、
も
と
も
と
オ
タ
ク
入
っ
て
い
るYO

H
KO

様
だ

か
ら
、
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
け
ど
、
坂
野
さ
ん
的
に
は

人
と
絡
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
た
方
が
健

全
？
そ
れ
と
も
何
か
ノ
ル
マ
か
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
私
自
身

に
の
め
り
こ
ん
で
静
か
に
し
て
い
た
ほ
う
が
い
い
？
っ

て
い
い
っ
た
ら
、
前
者
で
す
か
ね
（
・
ω
・
）!!

？
電

話
は
続
け
ま
す
。
予
告
し
ま
す
。
出
な
い
と
言
い
つ
つ

き
っ
と
嫌
で
も
電
話
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。

　

予
言
で
し
ょ
う
か
。
脅
迫
で
し
ょ
う
か
。

※
本
人
に
本
文
の
掲
載
の
許
可
は
と
っ
て
い
ま
す
。

い
い
で
す
よ
ね
。』
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
4
月
以

降
の
対
応
の
妥
協
点
を
お
互
い
見
つ
け
て
い
く
中
で
、

YO
H

KO

さ
ん
の
提
案
は
私
の
腹
案
よ
り
も
ず
っ
と
良

い
も
の
で
し
た
。
月
に
1
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
っ

て
く
れ
る
相
談
員
は
ま
ず
い
な
い
の
で
、
あ
っ
て
年
3

回
ぐ
ら
い
の
近
況
確
認
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
見
知

ら
ぬ
番
号
か
ら
の
着
信
が
あ
り
ま
し
た
。
電
話
に
出
る

とYO
H

KO

さ
ん
の
相
談
員
に
な
る
予
定
の
方
か
ら
で

し
た
。
相
談
員
の
方
か
ら
は
、
施
設
見
学
な
ど
実
際

に
動
き
出
す
の
は
4
月
中
旬
か
らG

W

当
た
り
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
を
、
月
に
1
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
こ
と
を
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
施
設
の
見
学
な
ど
へ
の
同
行
も

お
願
い
し
た
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、
心

か
ら
の
御
礼
と
真
の
勇
者
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
月
に
1
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
相
談

対
応
の
密
度
の
濃
さ
に
驚
い
て
い
る
こ
と
と
、
く
れ
ぐ

れ
も
こ
ち
ら
へ
の
電
話
は
必
須
で
は
な
い
こ
と
を
お
話

し
し
ま
し
た
。相
談
員
の
方
か
ら
は
、相
談
が
な
く
な
っ

て
寂
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、
ま
っ
た

く
も
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
区
切
り
と
し
て
『
さ

よ
な
ら
、
坂
野
会
』
を
自
作
自
演
で
開
き
ま
す
よ
と
伝

え
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
動
を
見
て
、
い
つ
も
通
り
破
天
荒
な
動
き

は
あ
り
ま
し
た
が
、YO

H
KO

さ
ん
自
身
も
変
わ
ら
な

き
ゃ
と
考
え
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
の
や
り
と
り
は
こ
こ
ま
で
で
す
。
今
回

の
対
応
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
う
ま
く
施
設
が
フ
ィ
ッ

ト
し
た
場
合
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
とYO

H
KO

さ
ん
の

関
り
は
月
に
1
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
の
近
況
確
認
、

時
々
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
機
会
で
顔
を
合
わ
せ

る
ぐ
ら
い
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
う
な
っ
た
時
に
、

支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
年
間
の
相
談
延
べ
件
数

は
間
違
い
な
く
減
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
施
設
の
活
動
がYO

H
KO

さ
ん
に
全
く
合

わ
ず
、
他
の
利
用
者
の
方
と
の
関
係
も
ボ
ロ
ボ
ロ
、
相

談
員
の
方
と
の
信
頼
関
係
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た

と
し
た
ら
、
年
間
の
相
談
実
績
は
増
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
言
葉
は
悪
い
で
す
が

YO
H

KO

さ
ん
に
施
設
利
用
を
け
し
か
け
た
責
任
も
あ

り
ま
す
。
私
は
電
話
に
は
で
ま
せ
ん
が
。
令
和
4
年
度

は
相
談
延
べ
件
数
が
減
る
こ
と
を
1
つ
の
目
標
に
し
た

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
こ
ま
で
や
る
か

　

3
月
10
日
（
木
）。
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
角
地

さ
ん
が
広
域
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に
出
社
し
て
い
ま
し

た
。
ス
タ
☆
タ
ン
!!
Z
後
の
Y
O
H
K
O
さ
ん
へ
の

対
応
を
伝
え
、
対
応
を
検
討
し
ま
し
た
。
議
論
に
な
っ

た
の
は
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
こ
ま
で
対
応
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
改
め
て
相
談
支
援
と
は
何
か
を

考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
あ
く
ま
で
情
報
提

供
や
知
り
合
い
に
つ
な
げ
る
ま
で
の
対
応
で
、
相
談
員

と
の
面
談
や
市
役
所
、
施
設
へ
の
同
行
は
や
り
た
く
な

い
と
角
地
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。
角
地
さ
ん
か
ら
は
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
同
行
し
な
い
と
き
っ
と

解
決
し
な
い
で
す
よ
。
そ
し
て
同
行
し
た
方
が
早
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
3
年
間
対
応
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
い

く
べ
き
で
す
よ
。」
正
直
な
話
、
こ
の
こ
と
は
薄
々
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
気
が
の
ら
な
か
っ
た
の
は
、

Y
O
H
K
O
さ
ん
と
合
う
と
体
力
が
ゴ
リ
ゴ
リ
削
ら

れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
こ
こ

ま
で
や
る
べ
き
か
躊
躇
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
よ
う
や

く
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

YO
H

KO

さ
ん
の
目
覚
め

　

3
月
18
日
（
金
）

　

そ
の
後
も
毎
日
の
よ
う
にYO

H
KO

さ
ん
か
ら
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
施
設
を
利
用
す
る
の
は
嫌

だ
、
い
や
や
っ
ぱ
り
利
用
し
た
い
、
週
1
日
だ
け
施
設

を
利
用
し
た
い
な
ど
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
18
日
は
出
張
で
特
急
電
車
に
乗
り
つ
つ

YO
H

KO

さ
ん
に
合
い
そ
う
な
知
り
合
い
や
施
設
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

でYO
H

KO

さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
事
前

に
出
張
の
日
を
伝
え
て
お
く
と
電
話
は
か
け
て
き
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
を
読
ん
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
相
談

員
を
見
つ
け
、
興
味
の
あ
る
施
設
に
電
話
を
か
け
、
す

で
に
相
談
員
と
共
に
見
学
に
行
く
日
程
調
整
を
し
て
い

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設
に
電
話
を
し
た

時
に
責
任
者
か
ら
「
私
は
、
前
例
が
な
い
と
い
う
言
葉

が
嫌
い
」
と
い
う
話
を
さ
れ
て
感
銘
を
受
け
た
と
の
こ

と
。
そ
の
続
き
に
は
『
4
月
以
降
、
坂
野
さ
ん
は
別
部

署
の
仕
事
も
あ
る
た
め
電
話
に
で
な
い
と
思
っ
た
方
が

良
い
と
の
こ
と
で
す
が
。
相
談
員
が
月
に
1
回
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
来
た
時
に
、
相
談
員
か
ら
坂
野
さ
ん
に
電

話
し
て
も
ら
っ
て
途
中
で
変
わ
っ
て
も
ら
い
、
元
気
で

今
こ
こ
で
や
っ
て
い
ま
す
み
た
い
な
話
が
で
き
れ
ば
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最
後
に
垣
尾
委
員
か
ら
、
こ
の
5
年
間
を
振
り
返
り
つ
つ
次
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
年
度
ご
と
の
事
業
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
課
題
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
よ
。
少
な
か
ら
ず
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
完
璧

に
は
で
き
な
い
。
け
ど
こ
の
5
年
間
っ
て
ス
パ
ン
を
み
る
と
よ
く

や
っ
た
と
思
う
よ
。2017

年
度
に
広
域
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

た
当
時
な
ん
て
、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
や
っ
て
い
る
県
が
ほ
と
ん
ど

空
白
で
。
ど
う
や
っ
て
各
県
で
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
く

か
の
議
論
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
だ
ん
だ
か
ら
。
今
は
、
個
別
の

相
談
事
例
ま
で
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
み
る
と
感
慨

深
い
も
の
が
あ
る
よ
。事
業
の
性
質
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
点
で
、

ち
ゃ
ん
と
成
果
は
出
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」

　

5
年
間
、
広
域
セ
ン
タ
ー
事
業
を
見
て
い
た
だ
い
た
委
員
の
方

か
ら
こ
う
し
た
評
価
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
率
直
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
1
年
ご
と
の
事
業
を
振
り
返
る
と
、
も
っ
と
や
れ
た
と
思

う
も
の
が
多
く
力
不
足
に
落
ち
込
む
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
5
年
間
と
い
う
期
間
で
総
合
的
に
事
業
の
評
価
を
い
た
だ
け

た
こ
と
に
自
信
が
持
て
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
垣
尾
委
員
、
今
泉

委
員
か
ら
様
々
な
情
報
を
い
た
だ
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

評
価
委
員
会
は
、
広
域
セ
ン
タ
ー
の
実
施
し
た
事
業
の
成
果
や
課
題
を

客
観
的
に
判
断
し
て
も
ら
え
る
機
会
と
し
て
と
て
も
重
要
な
事
業
で
す
。

垣
尾
委
員
、
今
泉
委
員
に
は
広
域
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
か
ら
評
価
を
お
願

い
し
て
お
り
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
こ
の
間
の
事
業
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
緊
張
感
が
あ
り
、
事
前
配
布
資
料
に
も
漏
れ
な
く
実
績
の
記
載
が
あ

る
か
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
が
、
こ
の
過
程
が
あ
る
か
ら
こ
そ
年
々
評
価
を
意

識
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
事
業
の
現
場
に
は
お
招
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、全15,000

文
字
の
資
料
を
チ
ェ
ッ

ク
い
た
だ
き
忌
憚
の
な
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　
　

時
：
令
和
4
年
3
月
18
日
（
金
）
13
：
30
～
16
：
15

会　
　

場
：
カ
ネ
ジ
ュ
ー
ビ
ル
会
議
室
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

出
席
委
員
：
垣
尾 

良
平 

氏
（
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
常
務
理
事
：
愛
知
県
）

今
泉 

岳
大 

氏
（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
学
芸
員
：
愛
知
県
）

・
全
8
県
で
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
。

・
各
県
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
。

・
人
材
育
成
や
情
報
共
有
を
こ
ま
め
に
行
い
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
概
ね
計
画
通
り
の
事
業
が
実
施
で
き
た
こ

と
。

・
舞
台
芸
術
に
関
わ
る
事
業
が
実
施
で
き
て
い
る
こ
と
。

・
商
用
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
な
ど
新
た
な
相
談
の
傾
向
が
つ
か
め
て
い

る
こ
と
。

・
発
達
障
害
の
あ
る
方
な
ど
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
て
い
る

こ
と
。

良
か
っ
た
点

・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
の
た
め
に
学
び
の
場
だ
け
で
な
く
、
事
務

や
広
報
な
ど
実
務
的
な
支
援
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

・
個
別
の
事
例
に
つ
い
て
は
ど
ん
ど
ん
情
報
を
積
み
上
げ
、
共
有
と
検
討

を
行
う
と
相
談
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

・
ユ
ー
ザ
ー
が
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
困
難
事
例
が
あ
っ
た
時

に
専
門
職
に
相
談
が
で
き
る
体
制
整
備
が
必
要
で
は
。

・
商
用
化
の
相
談
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
年
度

毎
の
フ
リ
ー
素
材
を
集
め
た
ら
如
何
か
。
直
接
的
な
対
価
に
は
つ
な
が

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
活
動
を
広
げ
て
い
く
上
で
は
有
効
で

は
な
い
か
。

・
作
家
が
亡
く
な
る
こ
と
で
作
品
の
所
有
権
が
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
事

案
も
あ
る
。
作
家
の
生
前
中
に
作
品
を
所
蔵
し
管
理
す
る
仕
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

・
令
和
3
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
展
示
等
に
伺
え
な
か
っ
た
。
令
和
4
年
度
は
積
極
的
に
事
業
に
参
加

し
た
い
の
で
都
度
連
絡
を
ほ
し
い
。

・
全
県
で
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
広
域
事
業
の
向
こ

う
5
年
の
中
期
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
新
し
い
事
業
は
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
定
期
的
な
会

議
や
研
修
会
に
は
引
き
続
き
注
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

課
題

評
価
評
価

評
価
委
員
会
の
開
催

評
価
委
員
会
の
開
催    

ーー
55
年
目
の
声
ー

年
目
の
声
ー
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今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

事
業
内
容
の
転
換

事
業
内
容
の
転
換

　

広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
各
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ニ
ー
ズ
把
握
と
支
援
セ
ン
タ
ー
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
重
視
し
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
３

年
度
に
東
海
・
北
陸
8
県
全
て
で
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
研
修
も
恒
例
の
事
業
と
な
っ
た

の
で
、
あ
る
程
度
ニ
ー
ズ
把
握
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
強

化
す
る
仕
組
み
は
整
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
相
談
支
援
に
お
け
る
課
題
や
、
必
要
性
は
訴
え

ら
れ
て
い
て
も
中
々
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
か
な
い
事
業

が
あ
り
ま
す
。
相
談
支
援
に
お
い
て
は
、
先
に
紹
介
し

たYO
H

KO

の
よ
う
に
彼
女
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
福
祉

事
業
所
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
先
入
観
か
ら
、
相
談
を
受

け
続
け
て
し
ま
っ
た
実
例
が
あ
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば

YO
H

KO

さ
ん
が
安
心
し
て
関
わ
れ
る
先
を
探
し
、
よ
り

良
い
暮
ら
し
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
優
先
さ
せ

る
べ
き
で
し
た
（
安
易
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
痛
手
を
負
っ

た
方
が
い
る
の
も
事
実
で
す
が
）。
こ
の
４
年
間
、
広
域

セ
ン
タ
ー
と
関
わ
っ
た
か
ら
こ
そYO

H
KO

さ
ん
の
表
現

活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
が
り
ま
し
た
が
、
福
祉
的
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
で
し
た
。
結
果

論
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
間
に
福
祉
的
な
支
援
と

も
っ
と
早
く
に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
安
定
し
た
生
活
が
送

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

負
担
も
増
す
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
１
件
か
ら
改
め
て
相

談
支
援
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
た
と
と
に
、
福
祉

制
度
の
安
心
感
・
信
頼
感
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
相
談
支
援
に
お
い
て
も
よ
り
福
祉
的
な

専
門
性
の
あ
る
方
と
つ
な
が
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
支
援
の
も
う
一
つ
の
観
点
は
、
内
容
が
多
様
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
か
ら
、

障
害
の
あ
る
方
の
表
現
を
二
次
利
用
し
た
い
と
い
う
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。グ
ッ
ズ
の
制
作
や
絵
画
の
レ
ン
タ
ル
、

複
製
な
ど
の
用
途
に
合
わ
せ
、
対
価
や
依
頼
主
な
ど
の
要

素
を
加
え
る
と
多
種
多
様
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
次
利
用
だ
け
で
な
く
、
原
画
の
販
売
と
い
っ
た
相

談
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
作
家
の
権
利
を
守
り
つ
つ
よ
り

豊
か
な
生
活
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
良
い
こ
と
ば
か
り
で
も
な
く
ト

ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
二
次
利
用
に
つ
い
て
は
、
特

に
最
初
の
契
約
段
階
で
の
条
件
の
認
識
の
違
い
や
、
な
し

崩
し
的
に
で
き
て
い
く
依
頼
者
か
ら
の
後
付
け
条
件
が
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
作
家
の
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
権
利
を
し
っ
か
り
守
る
役
割
が
広
域
セ

ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表
現
活
動
の
幅
を
広
げ
る
上
で
、
舞
台
芸
術
の
推
進
は

必
須
で
あ
り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
本
業
務
の
１
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、

美
術
分
野
と
比
較
す
る
と
取
り
組
み
が
遅
れ
、
ま
っ
た
く

事
業
を
行
っ
て
い
な
い
支
援
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
事

業
に
踏
み
切
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
何
を
し
て

良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
際
に
指
導
者
が
い
る
、
も
し
く
は
指
導
者
と
つ
な
げ
て

く
れ
る
方
が
い
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
大
き

く
違
っ
て
き
ま
す
。
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
舞
台
芸
術
の

専
門
家
と
つ
な
が
り
、
定
期
的
な
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
が
低
調
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、

様
々
な
方
が
文
化
芸
術
を
楽
し
む
た
め
の
合
理
的
配
慮
に

関
わ
る
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
展
示
会
や
舞
台
の
場
だ

け
で
な
く
、
会
場
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
や
広

報
の
方
法
な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
事
業
の
準
備
の
多
忙
さ
で
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
う
部
分
で
あ
り
、
事
業
計
画
の
段
階
か
ら
合
理
的

配
慮
を
検
討
し
て
い
く
意
識
づ
け
が
必
要
で
す
。

　

何
よ
り
、
こ
う
し
た
事
業
を
少
し
ず
つ
円
滑
に
行
っ
て

い
く
た
め
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
後
方
支
援
が
非
常
に

大
切
だ
と
痛
感
し
た
１
年
で
し
た
。
様
々
な
事
業
を
実
施

し
た
く
て
も
、
人
員
な
ど
体
制
的
な
問
題
で
満
足
な
事
業

展
開
が
で
き
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
業
務
の
ほ
と
ん
ど

を
ワ
ン
オ
ペ
で
展
開
し
て
い
る
支
援
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま

す
。
広
域
セ
ン
タ
ー
が
直
接
的
な
支
援
で
、
事
業
の
実
施

が
ま
ま
な
ら
な
い
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
基
盤
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
急
務
で
す
。

５　

専
門
的
な
事
業
の
実
施

４　

事
業
の
実
施

３　

専
門
的
な
相
談
体
制
が
不
十
分

２　

相
談
体
制
が
不
十
分

１　

体
制
が
不
十
分

・新機軸の事業

・予算の確保

・人員の確保

・合理的配慮

・情報の分析

・政策提言

・相談支援

・美術

・舞台芸術

・人材育成

・ネットワーク化

・情報発信

・福祉制度

・文化芸術

・権利保護

・合理的配慮

・事業企画

・専門家との連携

・対応方法の整備

・スキル・知識

・経験

・訪問調査

・記録

・各種様式の整備

・人員体制

・基本業務の理解

・情報の受発信

・ネットワーク

・ハードの整備

・内部連絡ツール

事業運営 体制整備

専門家の派遣

・福祉的な対応

・舞台芸術

・合理的配慮

・権利保護

ワンオペを解消する施策

・事務のフォロー

・支援センターを支援するネットワークの構築

・情報発信の仕組みの構築

・相談対応のノウハウの共有

支援センターに対する支援センターに対する
段階的な支援段階的な支援
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令
和
3
年
度
の
報
告
書
も
非
常
に
文
字
数
の
多
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
写
真
や
図
が
ペ
ー
ジ
に
占
め
る
割
合
は

年
々
減
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
冒
頭
に
も
書

き
ま
し
た
が
広
域
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
性
質
が
徐
々
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
2
年
、
広
域
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
展
示
会
や
各
県

へ
の
巡
回
な
ど
直
接
実
施
す
る
も
の
が
減
り
、
支
援
セ
ン

タ
ー
の
現
状
や
課
題
の
把
握
、
そ
の
対
応
に
シ
フ
ト
し
て

い
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対

応
や
事
業
に
関
わ
る
財
源
、
新
た
な
相
談
対
応
な
ど
と
て

も
生
々
し
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
支
援
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
、
こ
の
事
業
に
か
け
る
思
い
や
考
え
方
が
様
々
あ

り
、
一
つ
の
方
向
性
に
ま
と
め
る
よ
り
も
、
そ
の
違
い
を

捉
え
な
が
ら
何
を
す
る
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

美
術
分
野
が
得
意
な
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
舞
台
芸
術
に

強
い
団
体
も
あ
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
規
模
が
小
さ
け
れ

ば
小
さ
い
な
り
の
事
業
計
画
の
立
て
方
が
あ
り
、
予
算
が

多
く
て
も
小
回
り
が
き
か
な
い
な
ど
の
困
り
ご
と
が
あ

る
。
そ
の
議
論
の
内
容
を
報
告
書
に
記
せ
た
ら
と
て
も
面

白
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
、
自
由
な
意
見

交
換
が
阻
害
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
や
り
ま
せ
ん
。

　

違
い
は
時
と
場
合
で
強
み
に
な
っ
た
り
弱
み
に
な
っ
た

り
す
る
の
で
、
そ
の
都
度
の
検
証
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
令
和
3
年
度
は
、
多
様
性
を
認
め
る
だ
け
で
も
よ
く

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
や
る
べ
き
こ
と
に
は
し
っ

か
り
と
行
動
を
促
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
地
味
で
地
道
な
作
業
を
続
け
て
き
た
分
、
報
告
書
か
ら

も
絵
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

全
国
連
携
事
務
局
と
の
関
わ
り
方
が
明
確
に
な
っ
た
こ

と
も
、
報
告
書
の
内
容
の
変
化
の
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
全
国
連
携
事
務
局
が
、
毎
年
度
と
て
も
丁
寧
な
全

国
の
広
域
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
報

告
書
を
作
成
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
や
注
力
し
た
事
業
の
詳
細
が
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
改
め
て
広
域
セ
ン
タ
ー
の
報
告
書

に
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
掲
載
す
る
意
義
は
薄
れ
ま
し

た
。
報
告
書
の
作
成
一
つ
を
み
て
も
、
広
域
セ
ン
タ
ー
の

役
割
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
分
、
こ
の
報
告
書
に
何
を
掲
載
し
て
い
く
の
か
。

今
回
は
、
次
年
度
以
降
も
広
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
継
続
し

て
注
力
す
る
べ
き
内
容
の
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

と
、効
果
の
な
か
っ
た
こ
と
は
効
果
が
な
か
っ
た
と
し
て
、

や
っ
た
こ
と
に
対
し
て
も
誇
張
せ
ず
地
味
で
地
道
な
作
業

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

おわりに
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